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友の会トピック（特別寄稿）

達人列伝　濱田隆士（1933.2.3〜2011.1.19）
前田晴良（九州大学総合研究博物館・日本古生物学会
会長）

はじめに
“化石学”の達人：濱田隆士（東京大学・放送大学名誉

教授）が他界してはや6年の歳月が流れた．専門の三葉
虫やサンゴのみならず，あらゆる分類群に精通し，多様
なジャンルに挑戦し続けた博覧強記の人物であったこと
は記憶に新しい．また，陸上競技に親しみ，フィールド
においてはプロ・アマ融合の共同研究を主導した異色の
研究者としても知られる．

濱田隆士を評価し，その全貌を語るという大役は，当
然ながら直接薫陶を受けた故人ゆかりの方々にお任せす
べきであろう．筆者は，濱田の「正史」を書く資格も能
力も持ち合わせていない．しかし直接師事したことのな
い筆者にも，学生時代から濱田とは不思議と接点があり，
さまざまな思い出がある．本稿は，あくまで傍流の視点
から記した「民間伝承」のひとつとしてご覧いただきた
い．濱田の経歴や研究内容の詳細については，濱田ゆか
りの著者による優れた追悼文が「化石」90号に掲載され
ているので，ぜひご参照いただきたい（佐野,�2011）．な
お，文中では敬称を省略させていただいた．

トリミングの凄技
筆者が濱田を初めて“達人認定”したのは，筆者が東

大教養部の学生時代（1，2年生）に参加した野外地質巡
検の時であった．陽が傾き，そろそろ帰り支度を始めよ
うという時，引率した濱田は採集した岩石サンプルを左
手に持ち，右手に握った小さなハンマーでトリミングを
し始めた．その凄技に思わず目を見張った．にこやかに
談笑しながら濱田が軽く数回ハンマーを振るうだけで，
硬く緻密な結晶片岩や火山岩も，軟らかく脆い頁岩も，
彼の掌の上ですべて同じサイズと形（≒四角形）に姿を
変えてゆく．やがて濱田はそれらを新聞紙で手際よく包
み始めたが，包み終えたサンプルは工場出荷直後のロッ
トのように整然と並び，外見からはどれがどれだか全く
見分けがつかなかった．

ひるがえって筆者が採集した岩石サンプルに目をやる
と，形や大きさが著しく不揃いで，しかも表面はハンマー
の打撃痕で傷だらけ．彼我のハンマーの技量に天と地ほ
どの差があることを思い知らされた．後日，濱田に岩石

を割るコツを尋ねると，「君，ハンマーはね，石を割るも
のではなく石を切るための道具なんだよ」と答えてくれ
た．

あれから35年以上たち，筆者も場数だけは踏んだ．巡
検では「ハンマーで石を切れ！」と学生を叱る．しかし

「あの時の濱田の技の境地に到達したか？」と問われれ
ば，残念ながら沈黙して赤面するほかはない．

青春のモニュメント
濱田隆士がいた宇宙地球科学教室の研究棟は，東大駒

場キャンパスの北西，野球場やグラウンドのすぐ近くに
あった．教養部学生の時，横倉山のシルル系に巡検に行
くことになり，事前に産地情報を教えてもらおうと濱田
の研究室を訪ねたことがある．突然の訪問にもかかわら
ず，濱田は嫌な顔ひとつせずに対応してくれた．調子に
乗った筆者は「先生の論文の別刷を下さい」と厚かまし
い要求を重ねた．地質学雑誌に掲載された伝説の名著「西
南日本外帯ゴトランド系の層序と分帯」（浜田,�1959）の
オリジナルが欲しかったのである．
「いいよ」と濱田は気軽にうなずき，「あった，あった」

と言いながら1編の別刷を書架から抜き出してきてくれ
た（図1）．筆者がそれを受け取ろうと両手を伸ばした瞬

化石友の会コーナー

図1．濱田隆士から手渡しでいただいた地質学雑誌の別刷（表紙中
央部の拡大；浜田,�1959;�日本地質学会）．いまにして思うと，著
者直筆のサインを貰わなかったことが悔やまれる．当時，日本で
は「ゴトランド系」の呼称がよく使われていたが，1960年にコ
ペンハーゲンで開かれた万国地質学会議（IGC）での投票の結果，
僅差で「シルル系」が採択された．



化石101号 記　事

−�82�−

間，何を思ったか濱田は急に別刷を引っ込め，表紙をし
げしげと眺めながら次のような名言を吐いた．

「これはね，ぼくの青春のモニュメントなんだよ……」

肩すかしを喰らった筆者は，「なんてキザなセリフを吐
く人なんだろう」と呆気にとられ，貰うべき別刷だけ貰っ
てさっさと退散した記憶がある．

ところが，時がたつにつれて濱田のことばの意味が理
解できるようになった．「西南日本外帯ゴトランド系の層
序と分帯」（浜田,�1959）は，濱田が小林貞一（矢島,�2017：
本号の口絵を参照）の指導のもと，東大の大学院生時代
に全身全霊を込めて取り組んだ研究の集大成なのである．
大学院生当時，濱田は宮崎県鞍岡村（現在の五ヶ瀬町）
の寺に下宿し，シルル系石灰岩体がそびえ立つ祇園山の
調査に毎日必死に取り組んでいた．地元の人たちは，濱
田の情熱あふれる調査研究ぶりについて，次のような証
言を残している．

「朝早くから山へ入り，夕方暗くなってから山から下り
てきて，夕食もそこそこに調査結果の整理をされていま
した．両手に数本の色鉛筆をはさんで地図に塗りまくり，
わしらにはわけの解らぬ色つき地図が次第に出来上がっ
て行きました．」（足立,�1974,�p.209）．

濱田に限らず，卒論や修論・博論のころ，費用対効果
を一切省みず，例えばフィールド内の全ての枝沢を詰め
るなどという無謀な目標を立てて，ただ夢中で地質調査
した経験をお持ちの読者も多いのではなかろうか．知識
や経験にまだ乏しく，費用対効果は悪かったかも知れな
い．しかし，自立した研究者としての自信は，このよう
な“採算を度外視した努力と熱意”によって初めて得ら
れるのではないかと思う．

一方，濱田のひたむきさは，地域の人たちの心に響い
た．濱田が地元の人たちにとって単なる宿泊客以上の存
在だったことは，上記の証言から明らかである（足立,�
1974）．数年前に筆者が祇園山に調査に訪れた際，少な
からぬ地元の方々が，いまだに濱田のエピソードを口々
に語ってくれたのには驚いた．濱田との交流の思い出は，
今も五ヶ瀬町の人たちの心の中に「不朽のモニュメント」
として残されているのであろう．大学院の研究終了後も，
お世話になった地域の人たちとの交流が生涯にわたって
続いたのは，濱田が真のフィールド科学者であったこと
を示す何よりの証拠である．

原色化石図鑑
北海道のフィールドで採集したアンモナイト化石を見

せびらかしに，濱田の研究室に押しかけたことがある．
ところが濱田は，筆者自慢のアンモナイトには目もくれ

ず，代わりにノジュールの脇についていた海綿の化石に
目を留めた．そのとたん，濱田は堰を切ったように熱く
語り始めた．話は海綿の生活様式に始まり，硬骨海綿や
層孔虫，さらにケーテテスとの類縁関係にまで及んだ．
筆者は「海綿化石の研究も面白いかも……」と，危うく
洗脳されそうになったことを鮮明に覚えている．

濱田は，あらゆる分類群に精通し，しかもそれぞれに
ついて学問的なチャームポイントを的確に切り取り，語
ることのできた希有の人材だった．その真骨頂が凝縮さ
れているのが，アマチュア鉱物学者：益富壽之助ととも
に著した保育社刊の「原色化石図鑑」である（益富・浜
田,�1966;�図2）．初版が世に出てから半世紀を経た今も，
この図鑑には別次元の存在感がある．その理由は，カラー
図版を多用した初の図鑑であること（佐野,�2011）と同
時に，個性豊かな脇役陣の登用にあると筆者は思う．筆
石，スリッパサンゴ，アトリパ（腕足類），コニュラリア

（刺胞動物），アルキメデス（コケムシ），ミッチア（石灰
海藻），貝

かい

蝦
えび

（エステリア），厚歯二枚貝，キカデオイデ
ア（ベネチテス類）……濱田は，当時日本ではまだ無名
に近かったこれら大部屋の役者達を大胆にも檜舞台に抜
擢し，「読み物」としても楽しめる画期的な脚本を書いた

（佐野,�2011）．その期待に応え，彼ら名脇役たちは，そ
の魅力を誌面で存分に発揮し，恐竜やアンモナイトなど
の主役を喰いかねない存在感を示している．

図2．保育社刊・原色化石図鑑（益富・浜田,�1966）第13刷（1982
年）の箱絵．塩原層群産の軟体部保存のカエル化石が箱絵に使わ
れている．半世紀前，慧眼の濱田はすでに日本の化石鉱脈に着目
していた．保育社（株）のご厚意により，同社の許諾をいただいて
転載．
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このキャスティングは見事と言うほかない．濱田でな
ければまず思い浮かばなかったであろう．また濱田だか
らこそ，一癖も二癖もある連中を役者として使いこなす
ことができたのだと思う．テンタキュライテス（所属不
明）にスポットライトを当て，その個性を活かした「あ
て書き」を書いて舞台に送り出す自信は，残念ながら筆
者にはない（益富・浜田,�1966,�p.43‒44参照）．学者にも
さまざまなタイプがいるが，濱田が研究者としての優れ
た資質に加え，プロデューサーとしての卓越した能力を
備えていたことは間違いない．それにしても本書が，濱
田がまだ30代のころに書き上げたものだと聞いては，た
だ脱帽である．後年刊行された小学館・日本の化石（自
然観察シリーズ17；浜田・糸魚川,�1983）も，濱田なら
ではのキャスティングが光る1冊である．

余談だが，濱田が著した原色化石図鑑は，数多くの善
良無垢な若者を「化石地獄」に墜としてきた“黒歴史”
を持つ．本書9ページにある「三葉虫はミツバムシでは
ない」というくだりは，その筋では特に有名で，聖典中
の祈りの一節として密かに暗唱されているほどである．
本書の信徒の心には，「サンヨウチュウ」より訓読みの

「ミツバムシ」の方がなぜか心地よく響く（佐野,�2011）．
そのためこの一節は，仲間うちで符牒としてよく使われ
る．その一方で，原色化石図鑑の隠れ信徒をあぶり出す
ための「踏み絵」としても極めて有効である．試しに日
本古生物学会の会場で「ミツバムシ！」とひと声叫んで
カマをかけてみていただきたい．もし周囲に異様な反応

（＝ミツバムシ反応）を示す者がいたら，それはまず間違
いなく濱田の原色化石図鑑に洗脳されて“石

ごく

道
どう

”に墜ち
た哀れな犠牲者である．かくいう筆者もそのひとりだ．

濱田隆士コレクション
化石や古生物をプロデュースする才能という点だけに

限ってみても，濱田には最低でもあと10年や15年は活
躍し続けて欲しかった．一方，喜寿を迎えてなお新しい
テーマに挑戦しようと集めた膨大な標本を遺したまま
逝った濱田自身も，さぞかし無念だったであろう．濱田
の逝去後，自宅に残された膨大な標本・資料は，一時は
保存が危ぶまれた．しかし，遠藤秀紀（東京大学総博），

萩谷　宏（東京都市大学），佐藤たまき（東京学芸大学）
ら関係者の努力により，濱田コレクション全体が東京大
学総合研究博物館に集約され，散逸を免れたのは何より
幸いであった．

つい先日，東京大学総合研究博物館がリニューアルし，
1階の常設展示室の一角に「濱田隆士コレクション」の
コーナーが設けられた．膨大な濱田コレクションのごく
ごく一部であるが，天井までうず高く積み上げられたモ
ロブタの山に埋もれて，産地から直送された状態の標本
がそのまま展示されているのに目を奪われる．故人ゆか
りの方々はぜひご覧いただきたい．

これを契機に「濱田コレクション」の学術的な整理が
進み，将来的には特別展の開催などを通して，博覧強記
の達人：濱田隆士の功績が末永く語り継がれることを願っ
て止まない．
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化石友の会イベント「任務！恐竜とカメ化石の 
恐竜最前線を体感せよ！」を開催しました

木村由莉（国立科学博物館）

日本古生物学会第166回例会では，早稲田大学平山廉
教授から与えられた2つのミッションを遂行するという
コンセプトで，講演会とラボツアーが開催されました．
ほんの少し前までは夢のような話でしたが，最近は日本
で新しく発見された恐竜化石のニュースを目にする機会
が多くなりました．平山先生がリーダーとして発掘され
ている岩手県久慈はまさに恐竜発掘の最前線です．

最初のミッションは，今までに見つかっている化石を
証拠として，白亜紀後期（約9000万年前）の久慈にはど
のような生き物がいたのかを復元してみることです．ど
のような化石がどういう状態で見つかるのでしょうか．
平山先生から見せてもらう数々の写真をもとに最大限に
想像して行く旅先は，久慈層群玉川層が露出する河川で
す．日本に分布する白亜紀の地層というと，ハンマーで
割ろうとするとカーンと高い音がなるほど硬い地層だけ
を想像していましたが，玉川層の堆積物は固まりかけの
コンクリートのように「柔らかい」ので，スコップでも
掘ることができるそうです．河川の堆積物がたまって形
成された地層からはたくさんの琥珀が見つかります．玉
川層から見つかる琥珀は，針の頭くらいの大きさから両
手で抱えないといけないほどの大きさのものまであり，
一般の方でも，久慈琥珀博物館の琥珀採掘体験場で採集
することが可能です．琥珀は樹液が固まってできた天然
の樹脂なので，琥珀がたくさん見つかるということは，
約9000万年前の久慈には樹液を作る木がたくさん生えて
いて，それらが森を形成していたのだろうと想像できま
す．甘い樹液を求めて，多くの昆虫が集まり，その昆虫
を食べる動物も生息していたはずです．このような森の
そばには，玉川層の堆積場である蛇行河川が流れていま
した．豊かな生態系環境なのだから恐竜化石が絶対に見

つかるはずだと考え，久慈で最初の恐竜の化石を見つけ
たのが，発掘プロジェクトのきっかけを作った佐々木和
久さん（当時　久慈琥珀博物館館長）です．そして，ま
だ雪が露頭を覆う3月の冷たい河川で集中的な調査を行
い，保存状態の良い恐竜の歯が見つかりました．小指サ
イズの化石ですが，その持ち主は全長20メートル級の巨
大な竜脚類だというのですから驚きです．約9000万年前
で時が止まった地層から次々と見つかる化石に目を奪わ
れ，2時間半のタイムトリップはあっという間に感じま
した．参加者のみなさんは，頭の中で，白亜紀後期の久
慈の森に動物を生き生きと描くことができたでしょうか．

次のミッションは，平山先生の研究ラボでカメが歩ん
できた進化の秘密を知ることです．カメの化石や骨格が
ずらりと並んだ作業台は，博物館の展示とはまったく違
う光景でした．すぐ手が届くようなところにある実物化
石やレプリカ標本には，博物館展示で見るような標本ラ
ベルや説明文がない，まさに研究現場の知識材料です（図
3）．最初のミッションでのタイムトリップも束の間，今
度は，カメの系統を時間軸の上に乗せて，一気に2億2000
万年の進化史を駆け巡りました．荻野慎諧さんが作成し
たカメ化石の3D復元標本を見ると，カメの象徴である甲
羅がどのように進化したのか，視覚的に観察して理解す
ることができました．中国で見つかったオドントケリス
という最古のカメ化石では，お腹側は甲羅で保護されて
いますが，背中側は幅が広い肋骨と肋骨の間にはスカス
カと隙間があります．その後，現生のオサガメの骨を触
らせてもらいその軽さを実感し，ハコガメの甲羅の蝶番
部分を動かしてみたりしました．最後に，久慈で見つかっ
た実物化石も見ることができ，このラボツアーでも，あっ
という間に時間が経過してしまいました．友の会会員の
たくさんの質問から，形態の大躍進という古生物学分野
で解明できる進化の不思議への興味の高さを改めて感じ
るとともに，子供の観察力や感性に感心しました．今回
も大勢の方に参加頂きました（図4）．次回は北九州市立
いのちのたび博物館でお会いしましょう．

図3．2億2000万年におよぶカメの進化史に聞き入る参加者たち． 図4．ラボツアー後，平山研究室のラボにて記念撮影．
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Paleontological Research掲載論文の解説

日本産Ellisonidae科コノドントの捕食器官の復元
小池敏夫（横浜市保土ヶ谷区）

20巻3号161‒175頁，2016年7月発行．
原始的な脊

せき

索
さく

動物とみなされているコノドント動物は，
口腔部にリン酸塩からなる捕食器官を有します．石炭紀
のpolygnatheanコノドントの自然集合体では，前方に1
対のM，中央の中軸部に対称形のS0，その左右にS1，S2，
S3，S4が，後方にP1，P2エレメントが1対ずつ配列して
います．

三畳紀に栄えたEllisonidaeの捕食器官の復元が可能に
なったのは，滋賀県鍋尻山の二畳紀最後期の頁岩から
Ellisonia�cf.�triassica�Müller（Koike�et al,�2004）の自然
集合体が発見されたことによります．本標本により，従
来不明であったS，Pシリーズの構成が判明しました．M
エレメントが失われていますが，三畳紀石灰岩から産す
るE. triassicaを参考にすると，polygnatheanコノドント
のそれと同じ数のエレメントからなります．P2，M，S0，
S3，S4は基本的にはpolygnatheanコノドントのそれと似
ています．Ellisonidaeの器官の復元は，数名の研究者に
より試みられましたが，共通理解は得られていません．
S1，S2の識別がされていないからです．そこで，過去に
報告された集合体のS1，S2 を識別し，それに基づいて
Ellisonidae を再検討しました（図 5）．その結果，E. 
triassicaのほか，Cornudina breviramulis（Tatge,�1956），
Staeschegnathus perrii�Koike,�2016，Hadrodontina aequabilis�
Staesche,�1964，Furnishius triserratus�Clark,�1959を復元
することができました．

これらの種のS2は共通した形態を示します．S1は三つ
の形態に分けられます．Cornudina breviramulis，S. perrii
はS1のみならず他のS，Mも互いに似ており，近縁とみ
なされます．Hadrodontina aequabilisは従来報告された
H. anceps�Staesche,�1964，Pachycladina oblique�Staesche,�
1964などとよく似たS，Mを有します．そこで，これら
の種を含むSubfamily�Hadrodontinaeを提唱しました．

EllisonidaeはOzarkodinida目のPrioniodinina亜目に属
するとみなされています．しかし，S1，S2はOzarkodinina
亜目のそれと類似することがわかりました．摂食器官の
より多くの復元が待たれます．
Koike,�T.,�Yamakita,�S.�and�Kadota,�N.,�2004.�Paleontological Research,�

8,�241‒253.

小池敏夫

日本海表層堆積物中の放散虫群集
本山　功（山形大学）・山田安美（マリン・ワーク・
ジャパン）・干場真弓（理化学研究所）・板木拓也（産
業技術総合研究所）

20巻3号176‒206頁，2016年7月発行．
日本海の69地点の表層堆積物から微小動物プランクト

ンの仲間の放散虫の殻を抽出してプレパラートを作成し，
顕微鏡による観察・同定を行って，放散虫の群集組成を
調べました（図6）．日本海の海底の地層からは放散虫化
石が豊富に産出し，過去の海洋環境や生物相の変遷の重
要な手がかりになることは以前から知られていましたが，
現在の日本海でどのような種がどのように分布している

図 5．日本産 Ellisonidae．a，Ellisonia triassica；b，Cornudina 
breviramulis；c，Staeschegnathus perrii；d，Hadrodontina aequabilis；
e，Furnishius triserratus．左からM，S0，S1，S2，S3，S4，P1，P2

エレメント．b〜eのS3，S4は同形．スケールバー　右側はa，左
側はb〜eに適用．

図6．日本海の表層堆積物から産出した放散虫の光学顕微鏡写真．
a， Tetrapyle octacantha�group ； b， Dictyocoryne�group ； c，
Didymocyrtis tetrathalamus；d，Actinomma boreale；e，Actinomma 
leptodermum；f，Cycladophora davisiana．
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のか全体像は分かっていませんでした．
今回の分析の結果，およそ100種の放散虫種が認めら

れ，そのうち比較的多く産出する24種について地理的分
布図を，5種について深度分布図を作成しました．例え
ば，Tetrapyle octacantha�group や Dictyocoryne�group，
Didymocyrtis tetrathalamus等は日本海の南部で産出頻度
が高く，対馬暖流系の種であることがはっきりしました．
また，Actinomma boreale や Actinomma leptodermum，
Cycladophora davisiana等は日本海では深層に生息すると
考えられていましたが，それを裏付けるデータが得られ
ました．そして，これらの群集は周辺海域や同緯度の太
平洋の放散虫群集と大きく異なるものであることも明瞭
になりました．

表層種の群集データを多変量解析した結果，群集は3
つのタイプに分かれ，それぞれが地理的にも明瞭に，対
馬暖流域，北部寒冷域，北部沿岸域に対応づけられまし
た．このことから，放散虫群集の海洋環境指標としての
有用性が一層高まりました．

本山　功

千葉県の中新統上部千畑層から産出した新属新種のアマ
ゾンカワイルカ化石：北太平洋初のアマゾンカワイルカ
化石記録

村上瑞季（秀明大学・早稲田大学）
20巻3号207‒225頁，2016年7月発行．

アマゾンカワイルカ上科は，現在では南米の東海岸や
淡水域に2科2属4種のみ存在する小型ハクジラ類です．
しかしながら，中新世の後期から鮮新世には，南米両岸
と淡水域，北アメリカ沿岸，北海など現在より広範囲に
多数の種が生息し繁栄していたことがわかっています．
今回アマゾンカワイルカ科の新属新種として記載した化
石は，千葉県鋸

きょ

南
なん

町
まち

に分布する中新統上部の千
せん

畑
はた

層
そう

（630
〜570万年前）から見つかった部分的な頭蓋，2本の遊離
歯，肋骨片からなります（図7）．発見者の平山廉教授

（早稲田大学）と発見された地域の旧国名である安房にち
なんで，本種をAwadelphis hirayamaiと命名しました．上
顎骨に対して著しくオーバーハングし後部に長い切れ込
みが入る前上顎骨，眼窩上突起に対して垂直に立つ上顎
骨の上行突起，後眼窩突起後方で極端に狭まる上顎骨，
上下に非常に厚い鼻骨，非常に短い鱗状骨の頬骨突起な
ど，本種は固有の特徴を多く持ちます．分岐分析を行なっ
た結果，本種はペルーとチリの中新統から産出するアマ
ゾンカワイルカ上科のBrachydelphis属と姉妹群を形成す
ることがわかりました．

中新世後期から鮮新世の太平洋域の小型ハクジラ類は，
より遠洋生活に適応した形態のマイルカ上科が構成要素
の大部分を占めていました．本種の発見により，アマゾ
ンカワイルカ上科が北太平洋域にも進出していたことが

初めて明らかになり，当時の動物相がより複雑だったこ
とが明らかになりました．

これまで中新世後期の日本から見つかる小型鯨類化石
は北海道や東北地方が中心であるためか，分類群に偏り
が見られる，日本固有種ばかりであるなど，他地域との
比較が困難でした．千畑層の古環境は亜熱帯性であると
考えられており，未報告ながら多くの鯨類化石が見つかっ
ています．今後，研究が進んでいくことで，北東太平洋
や南東太平洋の鯨類相との比較が可能になると期待され
ます．

村上瑞季

インドネシア西チモール産三畳紀のシーラカンスの新種
Whiteia oishii（肉鰭亜綱，シーラカンス下綱）

籔本美孝（北九州市立自然史・歴史博物館）・パウロ　
ブリトー（リオデジャネイロ州立大学）

20巻3号233‒246頁，2016年7月1日発行．
インドネシアから発見されたほぼ全身がそろった2個

体の化石標本に基づいてシーラカンス目ワイテイア科ワ
イテイア属の一新種Whiteia oishiiが記載されました．産
地は西チモール西部のNoe�Bihatiで，上部三畳系の地層
が分布することから時代は後期三畳紀と考えられてい�
ます．ホロタイプの片側（OFG-MF016）（図8）は城�
西大学水田記念博物館大石化石ギャラリーに，その反�
対側（KMNH�VP�100,�333）とパラタイプ（KMNH�VP�
100334a,�b）は北九州市立自然史・歴史博物館に収蔵さ
れています．

図 7．A，Awadelphis hirayamai の頭骨復元図と保存部位．B，
Awadelphis hirayamaiの生体復元画（足寄動物化石博物館・新村
龍也氏提供）．
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ワイテイア属のシーラカンスは前期三畳紀のマダガ�
スカルからWhiteia woodwardi�Moy-Thomas,�1935とW. 
tuberculata�Moy-Thomas,�1935，東グリーンランドから
W. nielseni�Forey,�1998，南アフリカからW. africanus

（Broom,�1905），そしてカナダからWhiteia�sp.の5種が
知られていますが，本種は鱗の隆線が長く（W. tuberculata
では鱗の装飾は顆粒状），5から10本あり，それぞれ離れ
ていること（W. nielseniでは隆線は密で互いに接してい
る），第1背鰭鰭

きじょう

条数が9であること（W. woodwardiとW. 
africanusでは7か8；W. tuberculataでは7），背鰭鰭条に
小さな棘があること（W. africanusでは棘はない），主

しゅ

鰓
さい

蓋
がい

骨
こつ

（鰓を覆う最も大きい骨）の表面に顆粒状の突起が
あり，それぞれ離れていること（W. nielseniでは顆粒状
の突起が蜜に並ぶこと），後

こう

頭
とう

頂
ちょう

骨
こつ

の表面に小さな窪み
と短い溝があること，角

かっ

骨
こつ

（下顎の骨の一つ）に放射状
の溝があること，他の頭部骨格の表面が滑らかであるこ
と（既知種では顆粒状の装飾がある）で異なっています．
また，マダガスカルのワイテイア属には見られない肺を
覆う石灰質の板が保存されているのも本種の特徴の一つ
です．

これまでワイテイア属のシーラカンスはすべて前期三
畳紀のテチス海の西側から発見されていましたが，本種
はテチス海の東側からであり，今回の発見でワイテイア
属のシーラカンスが三畳紀全般にわたって汎世界的に分
布していたことが分かりました．

籔本美孝

日本における中期更新世サイ類の再評価とその古生物地
理学的意義

半田直人（大阪大学総合学術博物館・信州新町化石博
物館）・ルカ　パンドルフィ（ローマトレ大学）

第20巻3号247‒260頁，2016年7月発行
日本の第四紀更新世化石産地からはサイ科化石の産出

が知られています．その代表的な化石として，山口県美
祢市伊佐から発見された「ニッポンサイ」の頭骨化石が
知られています．この標本は中国のスマトラサイ属

（Dicerorhinus）と比較され，新種のサイDicerorhinus 
nipponicusとして記載されていました．

近年になって，ユーラシアの第四紀サイ科の分類が�
再検討されつつあります．中国の場合，その多くがス�
マトラサイ属（Dicerorhinus）とは別の種類である
Stephanorhinus属として再分類されています．このよう
に国外の第四紀サイ科の分類が再検討される中，日本の
サイ化石もその分類について再検討する必要性が指摘さ
れていました．そこで，本研究では「ニッポンサイ」の
模式標本を再記載し，ユーラシアの第四紀サイ科化石と
の比較によって分類を再検討しました（図9）．

そ の 結 果 ，「 ニ ッ ポ ン サ イ 」 は ス マ ト ラ サ イ 属
（Dicerorhinus）とは異なり，Stephanorhinus属に再同定
しました．とくに中国の周口店という地域から発見され
ているStephanorhinus kirchbergensisと同種であることが
明らかになりました．Stephanorhinus属はヨーロッパか
らアジアにかけて広い範囲で分布していた種類です．今
回の発見により，その分布が当時のアジア最東端である
日本にまで到達していたことになります．「ニッポンサイ」
と同じ産地から発見されている他の哺乳類化石相に基づ
くと，「ニッポンサイ」はおそらく約43万年前に中国北

図8．A，Whiteia oishii�Yabumoto�and�Brito,�2016のホロタイプ．B，
Aのスケッチ．C，第1第2背鰭間背部（Bの長方形の部分）の
鱗．D，第1背鰭（→は小棘を示す）．

図9．ニッポンサイの模式標本．a，外側面；b，臼歯列の咬合面．



化石101号 記　事

−�88�−

部由来の哺乳類相の一員として日本に移入してきたと考
えられます．日本の他地域から見つかっている更新世サ
イ科化石も同時期に大陸から来た可能性がありますが，
これは今後の課題と考えています．

また，「ニッポンサイ」の臼歯のすり減り具合や生えて
いる歯の種類から，おおよその年齢と食性を推定しまし
た（図9b）．その結果，本研究の「ニッポンサイ」は25
才前後の個体であり，その食性は葉食性の可能性が高い
ことが考えられます．

半田直人

福島県南相馬市の上部ジュラ系相馬中村層群栃窪層から
産出した新種のソテツ葉類エンケファラタイテス・ニッ
ポネンシスEncephalartites nipponensis

滝本秀夫・大花民子（自然史科学研究所）
20巻3号261‒267頁，2016年7月発行．

福島県南相馬市から相馬市にかけて分布する相馬中村
層群の栃

とち

窪
くぼ

層
そう

からは植物化石が豊富に産し，1940年代か
ら産出報告が出るようになりました．この地層の年代は，
中生代ジュラ紀後期の約1億5000万年前と考えられてい
ます．栃窪層自体には時代を決定する要素はないのです
が，その上下に海成層があり，それらの地層から産する
アンモナイトなどの海生動物化石の研究により年代が特
定されています．栃窪層から産する植物化石は外形の保
存状態は良好で形態学的な研究には向いていますが，
キューティクルといわれる葉の表面にあるワックス層は
保存されていないので，細胞学的な研究はできません．
これは火山活動の影響によるものと考えられます．

今回報告する植物化石は葉身（葉）が2個以上の部分
に完全に分かれた複葉という形態です（図10）．現生植
物のソテツのように棒状の葉軸の両側に小葉という細長
い葉状のものがついて1枚の葉を構成しています．ここ
ではこのような形態の葉を持つ植物をソテツ葉類と呼ぶ

ことにします．今回発見された標本は小葉の両側面に鋸
きょ

歯
し

をもつことが最大の特徴です．これまでに報告された
中生代のソテツ葉類で鋸歯があるものは6属報告されて
います．鋸歯の形と密度，葉脈の分かれ方や結合する部
分の有無が属を決定する基準となっています．これらの
特徴について今回得られた標本とこれまでに報告された
植物とで比較してみたところ，ロシアの下部白亜系から
発見されたエンケファラタイテス属が最も近いと考えら
れます．しかし，ロシアの種は小葉の葉軸へのつき方が
対生であるのに対して今回の標本は互生であること，1
枚の小葉にある平行な葉脈の数がロシアの種は10〜12
本であるのに対して今回の標本では20〜26本であるこ
となどから，同一の種とは考えられず，新種として記載
しました．

現生のソテツ葉類で今回報告した化石に近い形態をも
つものはエンケファラトス属とディオーン属ですが，こ
れらも葉軸への小葉の付き方などに差異が認められ完全
に一致するものはありません．ソテツ葉類の進化の中で
今回報告した植物がどのような位置にあるのか，今後解
明されていくことが期待されます．

滝本秀夫

現生浮遊性有孔虫の成長に伴う鉛直移動：炭素酸素安定
同位体比の成長段階別分析から

高木悠花・守屋和佳（早稲田大学）・石村豊穂（茨城工
業高等専門学校）・鈴木淳（産業技術総合研究所）・川
幡穂高（東京大学）・平野弘道（早稲田大学）

20巻3号268‒284頁，2016年7月発行．
浮遊性有孔虫は，海洋に生息する単細胞生物であり，

炭酸カルシウムの殻を形成します．1個体の殻は，チャ
ンバーと呼ばれる複数の部屋で構成されており，ひとつ
ひとつのチャンバーは成長に伴って順番に形成されます．
つまり，木の年輪や貝殻の成長輪のように，チャンバー
は有孔虫の各成長段階を表します．また，殻の炭素酸素
安定同位体比（δ13C，δ18O）には，殻が形成された当時
の海洋環境や，有孔虫自身の生物活動などが記録されま
す．これらのことは，有孔虫のチャンバーごとに殻の同
位体比を分析することで，有孔虫が成長に伴ってどのよ
うな海洋環境を経験してきたか，どのように生きてきた
かを推察できるということを意味します．

私たちは今回，相模湾でプランクトンネットを用いて
浮遊性有孔虫を採取し，その殻のδ13Cとδ18Oをチャン
バーごとに分析しました（図11a）．炭酸カルシウムの
δ18Oは水温の指標になるため，有孔虫が生息している現
場環境の海水温の鉛直分布と比較することで，有孔虫が
一生の中でどのように水深を変化させてきたかを復元で
きます．3種の浮遊性有孔虫種，Globigerinoides sacculifer，
Neogloboquadrina dutertrei，Globorotalia inflataを分析し

図10．ソテツ葉類の新種エンケファラタイテス・ニッポネンシス
のタイプ標本．
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た結果，いずれの種も成長に伴い水深を深くしていくこ
と，および成長の最終段階では種ごとに異なる水深に棲
み分けていることが示されました（図11b,�c）．

また，殻のδ13Cが現場の海水中の溶存無機炭素（殻の
材料となる元，DIC）のδ13Cとどれほど異なるかを解析
すると，有孔虫の成長初期では負の差分を示すものの，
成長するにつれ徐々にDICのδ13Cの値に近づくことが明
らかとなりました．なお，種によらず，約10�μgの殻重量
の成長段階で，DICのδ13Cとの差分がほぼゼロになるこ
ともわかりました．これは，過去の海洋のDICのδ13Cを
復元する際に，有孔虫化石のどのサイズ（重量）の個体
を測ればより適切な復元につながるかということについ
て，新しい示唆の提示となりました．さらに，10�μg以上
の成長段階では，検証した3種のうちGs. sacculiferだけ
が，DICよりも高いδ13Cを示すことがわかりました．Gs. 
sacculiferは共生藻を細胞内に飼っているため，ここで見
られた現象は，共生藻の光合成に起因するδ13Cの改変の

効果を反映していると推察されました．

高木悠花

ニュージーランド・カンタベリー堆積盆の海洋コアIODP 
Hole U1352Bに産出する中期更新世〜完新世の半深海
生底生有孔虫

河潟俊吾（横浜国立大学）・上端智幸（横浜国立大学・
厚木市立三田小学校）

20巻supplement，1‒85頁，2016年8月発行．
第四紀は，地球史の中で最も現在に近く，急激な気候

変動や海面変動のイベントを繰り返してきた地質時代で
す．これらのイベントのタイミングやその変動幅を求め，
その他の古海洋環境変動との関係を明らかにすることは，
現在の気候システムが確立する過程を理解する上でとて
も重要な課題です．この課題について，深海掘削船ジョ
イデス・レゾリューション号によるIODP第317次航海で
は，ニュージーランド南島東方沖カンタベリー堆積盆で
海洋コアを掘削しました．陸棚斜面上部の海洋コアHole�
U1352Bの上部550�mは，ほぼ連続した堆積物からなり，
底生有孔虫殻の酸素安定同位体比層序によって過去約
176万年間の堆積記録を有することが判っています．過
去にもカンタベリー堆積盆の陸棚斜面上部で海洋コア
ODP�1119が掘削されましたが，酸素安定同位体比によ
る年代モデルは確立されませんでした．したがって，Hole�
U1352Bの連続した堆積記録と堆積年代モデルは大変魅
力的で，過去の環境指標として有用な底生有孔虫化石の
解析を行なうことによって，南西太平洋の古海洋環境変
動の詳細が明らかになることが期待できます．

この論文では，海洋コアHole�U1352Bの過去約90万年
間について，シーケンス境界の前後で底生有孔虫化石群
集の組成の変化を詳細に解析するために選んだ49試料中
に産出する底生有孔虫化石を図示・記載しています．
ニュージーランド周辺の浅海生の底生有孔虫（現世種，
化石種）には固有種が数多く報告されているので，まず
種を同定し，その生息深度分布等の生態情報を後の底生
有孔虫化石群集の解析で明らかにする古海洋環境変動の
解明に役立てる必要があると考えたのです．底生有孔虫
化石は，砂質殻有孔虫グループ4種，陶器質殻有孔虫グ
ループ11種，ガラス質殻有孔虫グループ164種に大別さ
れ，86属179種に分類されました．これらの多くの種は，
これまでにニュージーランド周辺の浅海底〜深海底に産
出したり，カンタベリー地方の新生界に産出したりする
底生有孔虫でした．一方で，全ての試料を通じて1〜数
個体しか産出しない産出頻度の低い種の中には，ニュー
ジーランド海域において初めて報告される種も少なく�
ありませんでした．本論文では，3新種を記載して，
Palliolatella grenfelli，Palliolatella haywardi，Rotaliella 
sabaaeの学名を提唱しています（図12）．これら全179種

図11．a．本研究で用いた有孔虫種とチャンバー切除の例．Gs.；
Globigerinoides，N.；Neogloboquadrina，Gr.；Globorotalia．b．有
孔虫のチャンバー別δ18O分析から予測される，個体の成長に�
伴う生息深度の変化．灰色，Globigerinoides sacculifer，黒，
Neogloboquadrina dutertrei，白，Globorotalia inflata．同じシンボ
ルは同一個体であることを示す．c．水柱のクロロフィル濃度．
各種は成長の最後で異なる水深に棲み分けていることがわかる．
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について，南西太平洋における報告を中心にシノニム（同
物異名）を整理するとともに，その生息深度分布を示し
ています．これらの底生有孔虫化石の分類学的検討結果
と産出データは，今後，底生有孔虫化石を用いた第四紀
のカンタベリー堆積盆の古海洋学的解析の基礎となりま
す．

河潟俊吾

島根県松江市の古浦層から見つかった前期中新世のシカ
類化石

西岡佑一郎・平山　廉（早稲田大学）・河野重範（栃木
県立博物館）・荻野慎諧（丹波竜化石工房）

20巻4号289‒295頁，2016年10月発行．
原始的なシカ類（シカ上科Cervoidea）は古第三紀の後

半にユーラシア大陸で出現し，現在のシカ科（Cervidae）
やジャコウジカ科（Moschidae）につながる系統へ分岐
しました．岐阜県の瑞浪層群など国内の中新世の地層か
らも初期のシカ類の化石が見つかっていますが，その分
類はほとんど明らかになっておらず，新しい化石を発見
して中国やヨーロッパの種と厳密に形態を比較する必要
があります．近年，私たちは島根県松江市美保関町の海
岸沿いに広がる古

こ

浦
うら

層（前期中新世：約2000万年前）を
調査し，その中からシカ類の下顎骨と臼歯の破片を発見
しました．古浦層はカメなどの陸生脊椎動物化石の産地
として知られていますが，シカ類の産出は初めてであり，
この標本の記載分類と種の比較検討を行いました．

見つかった化石標本は，第一・第二後臼歯を含む右下
顎骨の破片と遊離した左下顎第二後臼歯の破片で，いず
れも現生のニホンジカの歯と比べるとかなり小さいのが
特徴的です（図13）．シカ類の後臼歯は前後に三日月紋
が並び，主咬頭のプロトコニッド，メタコニッド，ハイ
ポコニッド，エントコニッドがそれぞれ稜線でつながっ
ていますが，細かい特徴として外側遠心プロトクリス
ティッド（通称，Paleomeryx -fold）が強く発達し，遠心

ハイポクリスティッドと遠心エントクリスティッドが結
合していません．これらは原始的な反

はん

芻
すう

類の仲間に見ら
れる祖先形質で，より派生的な特徴をもつウシ科とは異
なることがわかりました．しかし下顎後臼歯の形態だけ
では，シカ科やジャコウジカ科，絶滅系統のパレオメリ
クス科などどのグループに属するのか判断できず，現段
階では科属種不明のシカ上科の一種（Cervoidea�fam.,�gen.�
et�sp.�indet.）として記載しました．

古浦層で見つかった小型のシカ類と同じ形態をした化
石が，他の前期・中期中新世の地層から見つかっていま
す．日本では，岐阜県の瑞浪層群，福島県の三沢層，茨
城県の浅川層から似たタイプのシカ類が見つかっており，
特に三沢層と浅川層から報告されているトクナガジカ

（Dicrocerus tokunagai）は古浦層の種と歯のパターンが
一致します．また，中国からも同属のDicrocerus grangeri
が発見されていることから，中新世前半においてこれら
小型のシカ類が東アジアに広く分布していたことが明ら
かになりました．今後，日本の種と大陸の種との系統関
係を明らかにし，東アジアの中新世哺乳類相がどのよう
な進化史をたどってきたのか調べていく必要があります．

西岡佑一郎

光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡による微化石観察のため
のオスミウム蒸着法

山口龍彦（高知大学）・寺田武志（（株）マリン・ワー
ク・ジャパン）・諸野祐樹（海洋研究開発機構）

20巻4号296‒301頁，2016年10月発行．
走査型電子顕微鏡（SEM）を使うと数10倍〜数10万

倍の倍率で標本の観察ができます．SEMは大型化石の微
細構造や微化石の観察に欠かせない機器の一つです．
SEMでは，真空下で電子線を試料に当てて，試料から生
じる二次電子や反射電子を検出器で捉えて，電気的に画
像に変換することで，観察する画像を得ます．

試料は導電することが望ましいのですが，ほとんどの

図12．カンタベリー堆積盆の海洋コアIODP�Hole�1352Bに産出す
る3新種の光学顕微鏡写真と走査電子顕微鏡写真．

図13．古浦層から見つかったシカ上科の右下顎骨と左下顎第二後
臼歯化石．
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化石標本は導電性に乏しいため，標本の表面を金，白金
など金属で鍍

め っ き

金してSEMでの観察を行っています．この
鍍金の工程を蒸着と呼びます．蒸着した標本の表面は，
鍍金した金属の色になり，光を透過しなくなります（図
14B,�D）．鍍金した標本では，標本の内部の構造を透過
光の光学顕微鏡で観察することができなくなります（図
14D）．この問題を解決するため，安全に簡単に鍍金を剥
がす方法の研究が行われてきました．青酸カリの蒸気を
当てたり，イオン液体を利用したり，赤外線を当てたり
してきました．それとは別にSEMの改良も為され低い真
空下で導電性に乏しい試料の観察が可能になりました．
しかしこの方法では数万倍以上での高倍率での観察は困
難です．

今回，私たちは非晶質オスミウムによる蒸着の利用を
提案しました．この蒸着法は厚さ10ナノメートル（1ミ
リメートルの10万分の1）の非晶質オスミウムを標本に
鍍金することで，導電性を向上させます．しかし，オス
ミウムの層が非常に薄いため蒸着後に標本の表面の色の
変化を減らすことができます．実際に貝形虫の観察に利
用したところ，蒸着後も透過光下での光学顕微鏡で標本
の内部を観察することできました．

山口龍彦

葛生地域大釜のクングール期（前期ペルム紀）腕足類
フォーナ，およびそれとテキサス西部のウルフキャンプ
〜レオナルド期（前期ペルム紀）腕足類フォーナとの古
生物地理学的類縁性

田沢純一（新潟市浜浦町）・奥村よほ子（佐野市葛生化
石館）・三宅幸雄（岐阜県高山市）・水原　猛（埼玉県
比企郡嵐山町）

20巻4号367‒384頁，2016年10月発行．
栃木県葛

くず

生
う

地域は，石灰岩が弱酸性の雨水によって風
化されてフズリナ化石が米粒のような個体として産出す
る，“米粒石”が採れることで有名な場所です．今回研究
に用いた腕足類化石は，これと同じ原理で，蟻

ぎ

酸
さん

で石灰
岩を溶かして取り出しました．腕足類化石標本はいずれ
も保存状態が良好で，らせん状の腕骨が保存されている
スピリファーの仲間なども見つかりました．

葛生地域大
おお

釜
がま

の石灰岩から採取した腕足類を調べた結
果，新種アクリトシア・オガメンシス（Acritosia ogamensis;�
図15.�6‒8）を含む，16属16種が識別，同定されました．
これらのうち8種がアメリカ合衆国テキサス州西部のお
もに下部ペルム系（ウルフキャンプ〜レオナルド階）か
ら報告されている種であることが注目されます．葛生（大
釜）とテキサスの腕足類フォーナには8種の共通種がみ
られるということです．このことから，前期ペルム紀（約
2.8億年前）の頃，葛生とテキサスが古生物地理学的に強
いつながりがあり，両地域は地理的にも互いに近かった
と推定されます．

葛生は地質学的に美濃帯に属しますが，美濃帯には岐
阜県赤坂の赤坂石灰岩のように直径数kmにもなる大き

図14．蒸着前（A,�B）と白金蒸着後（C,�D）の貝形虫標本．反射
光（A,�C）と，透過光（B,�D）の撮影した写真．BとDは実際の
写真を左右反転したもの．標本は石川県金沢市の更新統大桑層か
ら産出したBicornucythere bisanensis（ビコルヌキセレ　ビサネン
シス）の成体の右殻．白金蒸着後は透過光観察（D）で内部構造
が見え難くなっている．

図 15．葛生地域大釜産ペルム紀腕足類．1‒3，エキナウリス
（Echinauris�sp.）；4，ジュレサニア（Juresania�sp.）；5，エオリッ
トニア（Eolyttonia�sp.）：6‒8，アクリトシア・オガメンシス

（Acritosia ogamensis）．スケールは1�cm．
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な石灰岩‐玄武岩ブロックが分布します．葛生の石灰岩
もその1つです．ところで，これら石灰岩‐玄武岩ブロッ
クは，海山の上に形成された礁を起源とするといわれて
います．土台の海山は玄武岩からできており，火山島あ
るいは海底火山であったことが明らかです．この玄武岩
に記録された残留磁気を測定することにより，火山島（海
底火山）が形成された場所が北緯あるいは南緯4度，す
なわち，赤道直下であったことが分かります．美濃帯の
石灰岩ブロックから産出する腕足類化石は，すべて温暖
な海に生息していた熱帯型あるいはテチス型の腕足類で，
寒冷な海で生息していた非熱帯型の腕足類は含まれてお
りません．

以上，2つのことから，美濃帯の海山‐礁は，前期ペ
ルム紀に赤道直下のしかも北アメリカ（テキサス）に近
いところにあったと推定されます．テキサスのフォーナ

（動物群）は非熱帯型と熱帯型の混合フォーナですが，そ
こから赤道に沿って西へ向かう海流によって腕足類の幼
生（プランクトン）が西方へ流される過程で非熱帯型が
なくなり，熱帯型のみが残った．それが美濃帯の腕足類
フォーナであると考えられます．赤道直下でテキサスに
近い場所で形成された礁‐海山はプレートにのって遠距
離を東へ移動し，ジュラ紀（2〜1.5億年前）に原日本に
付
ふ

加
か

したと考えられます．これまでに調べられた美濃帯
（群馬県桐生，岐阜県日

ひ

面
よも

，旗
はた

鉾
ほこ

，赤坂）の石灰岩から産
出する腕足類化石についても，この考えを支持する結果
が得られています．

田沢純一

岐阜県のペルム紀中期赤坂石灰岩から産出したオキナエ
ビスガイ上科（軟体動物門，腹足類）の新属ニッポノマ
リア属

安里開士（筑波大学）・加瀬友喜（国立科学博物館）・
小野輝雄（瑞穂市）・指田勝男・上松佐知子（筑波大
学）

20巻4号385‒393頁，2016年10月発行．
新幹線で東京から京都方面へ向かうと，途中岐阜羽島

を通過する際，進行方向右手遠くに大きく削られた山体
を見ることができます．その山は赤坂金生山と呼ばれ，
古くから並外れて巨大な貝類やウミユリなどのペルム紀
中期の海生無脊椎動物化石を産することで有名な場所で
す．著者の一人（安里）が幼少期，化石に熱中し始める
きっかけとなった化石産地です．当時は図鑑に掲載され
た巨大な巻貝や二枚貝を眺めながら，いつか自分の手で
採集・研究し，絶滅した巨大生物の謎を解明したいと夢
見ておりました．今回研究を行った新属ニッポノマリア
属はまさにそのような巨大巻貝の一つです．金生山は山
全体が石灰石の鉱山で立ち入りが厳しく，化石調査の困
難な状況にあるのですが，地元の化石研究会や化石愛好

家，博物館の協力により研究を行うことができました．
現在も地元の化石研究会に所属し，年に2回の化石調査
を実施しております．

ニッポノマリア属は1943年に早坂一郎博士の手で記載
されて以降，分類がよくわかっていない謎の巨大巻貝と
して知られていました．その最大の理由は，分類を行う
上で重要な殻形態の一部が保存されていなかったことに
あります．ニッポノマリア属が含まれているオキナエビ
スガイ上科は，現在も「生きている化石」として生き残っ
ている巻貝の一つで，殻の入り口（殻口）に特徴的な切
れ込み（スリット）を保持しています．このスリットは，
オキナエビスガイ上科の巻貝に共通する形態的特徴です．
ニッポノマリア属は，そのスリットの有無が70年以上も
明らかにされていなかったのです．本研究で分かったこ
とですが，殻口へ近づくに従って殻が薄くなっていくた
め，化石として保存されなかったことや，化石を石灰岩
から剖出する際（クリーニングといいます）に破損して
いたことが，発見されなかった主な理由であると考えら
れます．本研究では，殻底の形態に基づいて殻口が保存
されている2標本を新たに見出し，スリットを確認する
ために化石表面を少しずつ研磨し殻と石灰岩の境界を探
る手法と，殻口付近の連続切片を作製する手法の2つの
方法を適用しました．もしニッポノマリア属にスリット
があれば，石灰岩中の殻口付近を研磨していくと殻と石
灰岩の境界がスリット状に湾入し，連続切片において殻
の途切れた部分が見つかるはずです．その結果，ニッポ
ノマリア属は比較的細長いスリットを保持することが判
明し，ペルム紀中期の既存属と比較したところ新属とし
て分類されました（図16）．

これまでにニッポノマリア属は，南部北上山地である
宮城県気仙沼市のペルム紀中期岩井崎石灰岩とトルコ北
西部バリア・マーデン地域のペルム紀石灰岩からも発見
されており，当時の低緯度地域に生息していた可能性が
示唆されます．

安里開士

図16．ニッポノマリア・ヨコヤマイの殻形態復元図．復元の基と
なった標本は標本番号NMNS�PM25826である．A，殻口側．B，
右横側．スケールは50�mm．
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東京都五日市‐青梅地域，玉の内から産するParafusulina 
japonicaの形態変異と小球形個体

小林文夫（兵庫県立人と自然の博物館）
20巻4号394‒406頁，2016年10月発行．

フズリナ類では殻の諸形質の変異が大きく種間で連続
するため，種の認定は研究者間で多少異なっています．
本文では定方向個体を多数用意して，鏡下観察と撮影写
真を通して玉の内産のParafusulina japonicaの形態変異を
記載し，栃木県葛生や岐阜県赤坂のものと比較しました．
葛生や赤坂のものと似たような諸形質の幅広い形態変異
は玉の内の個体群でも認められ，種や亜種レベルでの識
別は困難であり，地域による多少の時代差と単一種の集
団内変異を表しているにすぎないと結論しました．大球
形個体のうち，比較的大きな初房とやや細長い殻を持っ
た3個体を図17に示します．残りの2個体は小球形です．
小球形の産出量は大球形の100分の1に達しないと思わ

れます．
ParafusulinaはSkinnerellaに似ていますが，正縦断面で

の隔壁の褶曲様式が異なります．前者ではドーム型で規
則的に配列するのに対し，後者ではキノコ型でより高く
より不規則です．さらに明瞭な違いは前者では小球形個
体のサイズが大球形個体の2倍以上であるのに対し，後
者では両形間でほとんど変わりません．殻長を除くと，
隔壁褶曲や旋回壁の高さや厚さなど外殻諸形質の形態�
も両形で大差はありません．隔壁の褶曲様式などから

“Parafusulina japonica”はSkinnerellaまたはParafusulina�
(Skinnerella)に属すると考えられてきました．細脈に貫
かれ外殻は摩耗していて外殻中央部は再結晶化が進んで
いますが，北米以外ではParafusulinaの仲間の小球形の
ほぼ完全個体が今回はじめて確認されました．北米のも
のと同様に玉の内の小球形は大球形よりも2倍以上の殻
サイズを持っています．玉の内標本にはSkinnerella型の
隔壁褶曲とParafusulina型の二形現象（dimorphism）の
両方が見出されたことから両者は属または亜属レベルで
の識別は難しいと考えられます．

フズリナ類ではいくつかの属で世代交番による二形現
象が認められ，大球形と小球形のサイズがほとんど同じ
グループと2倍以上ちがうグループに二大分されます．大
球形では省略されていますが，小球形の緻密に巻いてい
る初期旋回部（initial�whorls）には祖先型の殻形態が反
映されていて（反復発生，palingenesis），フズリナ類の
系統進化学的な考察に重要です．この方面の体系的な研
究の進展が期待されます．

小林文夫

化石友の会の問い合わせ先
日本古生物学会事務局
〒113―0033 東京都文京区本郷7―2―2 本郷MTビル4階
電話：03―3814―5490　FAX：03―3814―6216
E-mail：psj-office@world.ocn.ne.jp
古生物学会URL：http://www.palaeo-soc-japan.jp/
化石友の会URL：�

http://www.palaeo-soc-japan.jp/friends/index.html図17．玉の内産Parafusulina japonicaの小球形（1,�2）と細長いタ
イプの大球形（3,�4,�5）．5は2つの初房をもっている．
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日時：2017年1月26日（木） 13：30‒18：00
場所：早稲田大学国際会議場（18号館）3階第3会議室
出席：前田会長，天野，安藤，遠藤，平山，Jenkins，加瀬，

北村，小林，甲能，近藤，間嶋，真鍋，松岡，中島，
奈良，大路，佐々木，佐藤，重田，生形，矢部

欠席：入月（→矢部），井龍（→北村），西（→生形）
書記：藤原，和仁
事務局：吉崎

報告事項
常務委員会報告（中島）

庶務（中島）
1．大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）より学会情報の

確認依頼があり，これに回答した．
2．NPO地学オリンピック日本委員会より，2015年度の事業

報告と決算書の報告があり，協賛金の依頼があった．
3．国立国会図書館オンライン資料収集制度担当より，学会

HPに掲載している本会の年会例会予稿集のPDFファイル
を定期的に収集するとの連絡があった．

4．長谷義隆君より，日本古生物学会普及講演資料「天草の
構造運動とそれに伴う化石群集と環境変遷」の図の転載許
可申請があり，これを許可した．

5．ゴールドシュミット会議2016組織委員会より，6月26日
〜7月1日にかけてパシフィコ横浜で開催されたゴールド
シュミット会議2016にあたっての後援御礼と開催報告が
あった．

6．日本地質学会より，9月に開催される学術大会・関連行事
の広報のお願いがあった．

7．JpGU事務局より，2017年大会のプログラム委員選出の依
頼があった．本山　功君とRobert�G.�Jenkins君を選出した．

8．NPO法人地学オリンピック委員会より，三重県で開催さ
れた第10回国際地学オリンピック大会において日本代表の
成績（金メダル3個，銀メダル1個）が報告された．

9．学術著作権協会から，著作物複写利用に係る権利委託契
約の更新依頼とPRの追加委託の依頼があった．

10．学会の刊行物（新規：Paleontological�Research，Paleontological�
Research（Online）；継続：「化石」，日本古生物学会講演予
稿集，日本古生物学会特別号，日本古生物学会報告・記事）
について，オープンアクセス化を予定しているPRについ
て契約内容を途中変更できるかどうか確認の上，学術著作
権協会と著作物複写利用に係る権利委託契約（2016年4月
1日から5年間）を締結することを承認した．

11．今年度の国際地学オリンピック高校生派遣活動について，
協賛金100,000円（2口）を支払うことを承認した．

12．将来計画委員会が原稿内容のチェックに協力している技
術評論社の書籍（土屋　健ほか著）に，日本古生物学会協
力の名義使用を承認した．

13．2017年3月14日（火）〜16日（木）に東京大学三崎臨海実
験所新研究棟実験室において，講義と実習をセットにした
若手研究者向けの解剖学ワークショップ「The解剖学Part�
II〜化石を知るinside�out〜」（世話人：佐藤　圭・武川　愛・
Robert�G.�Jenkins；講師：佐々木猛智・藤原慎一・林　昭

次；定員，30名程度）を開催することとし，開催費用とし
て246,031円の支出を承認した．

14．窓口で6月末に支払われた分が7月になってから入金処
理されることによって，収納代行業者への7月分の手数料

（税込14,040円）が発生している．これを避けるため，コ
ンビニでの会費納入の期限を6月30日から6月25日に変更
することとした．

15．学会HPに名誉会員の氏名を掲載することとした．その
ために，常務委員が手分けして本人の許諾を得ることとし
た．

16．株式会社技術評論社から，来夏出版予定の書籍への学会
協力名義使用申請があり，これを承諾した．

17．日本学術会議事務局から，協力学術研究団体の実態調査
への協力依頼があり，これに回答した．

18．第14回国際バイオミネラリゼーションシンポジウム組織
委員会より，2017年10月に開催される第14回国際バイオ
ミネラリゼーションシンポジウムへの後援依頼があり，こ
れを承諾した．

19．九州大学理学部総務課より，前田会長の委嘱状及び兼業
依頼申請書の提出依頼があり，これに対応した．

20．東北大学災害科学国際研究所倫理調査事務局より，アン
ケート調査「災害被災地域の人を対象とした調査実施にお
ける倫理的配慮の実態調査（研究者対象）」の会員への配信
の依頼があり，学会HPに掲載した．

21．NPO法人地学オリンピック日本委員会から2016年三重
大会の収支報告書を受領した．

22．広野町レプリカ修復費用として，SVPから受けた寄付金
の御礼と報告の文書を作成し，「恐竜博2016」の図録ととも
にSVP会長へ送付した．

23．藤原ナチュラルヒストリー振興財団より，古生物学会が
後援したシンポジウム（2016年10月22日：於兵庫県民会
館）の開催報告があった．

24．地惑連合事務局より，第15回学協会長会議の議事録案の
確認依頼があり，前田会長が確認した．

25．地惑連合2017年大会のブース出展申請をし，Soc10の位
置に決定した．

26．国立国会図書館からの学術情報の収集・保存に係る学協
会アンケートの依頼があり，これに回答した．

27．50年継続会員の故山形　理君のご家族に感謝状を送付し
た．

28．平成28年度自然史学会連合講演会「ひろがる自然史！〜
カイコから恐竜まで〜」（2017年1月21日（土），於群馬県
立自然史博物館）の体験教室へブースを出展することとし
た．それに伴う費用（40,000円）の支出を認めた．

渉外（真鍋）
特になし．

会計（西，代理中島）
1．2016年度収支決算の中間報告を行った．
2．PR�20�Supplementの印刷費と発送費の著者負担分として，

合計額の10%を著者に請求する．
3．特別号no.�43の印刷費の一部を著者負担分として請求す

る．
行事（遠藤）
1．2016年年会・総会（福井）は参加者278名，収入合計

1,083,500 円，支出合計 321,430 円，学会への返納額は
1,244,948円となった．

2．今後の予定は以下の通り．
（1）第166回例会　2017年1月27日（金）〜29日（日）：早

稲田大学．
（2）2017年年会・総会　2017年6月9日（金）〜11日（日）：

北九州市立自然史・歴史博物館．

日本古生物学会（2015・2016年度）
第4回定例評議員会議事要録

学会記事
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（3）2018年年会・総会には東北大学から開催申し込みが
あった．

3．第166回例会（早稲田）の準備状況
（1）講演申し込み数：高校生ポスター4件，口頭発表66件，

シンポジウム6件，ポスター一般45件．
（2）プログラム概要
•1月27日（金）シンポジウム「硬組織に秘められた化学的

古生態情報を読み解く」，懇親会．
•1月28日（土）学術賞受賞特別講演1（小林快次：9：30‒�

10：30），学術賞受賞特別講演2（板木拓也：10：40‒�
11：40），一般講演，ポスター発表，高校生ポスター発
表，夜間小集会．

•1月29日（日）一般講演，化石友の会イベント．
（3）友の会イベント：第1部普及講演会「岩手県久慈の恐

竜発掘ストーリー」（13：00‒14：30），第2部ラボツアー
「平山教授の超とっておき，カメの秘められた歴史」
（15：00‒16：00）．

（4）夜間小集会：「東アジア後期白亜紀の陸生脊椎動物相
を探る」（世話人：平山　廉），「微化石生物の分子系統学・
生態学の最前線part2　―植物性微化石生物―」（世話人：
氏家由利香，豊福高志，齊藤めぐみ）．

国際交流（佐々木）
特になし．

企画・広報（Jenkins）
1．学会HPでPRの目次情報の掲載を開始した．トップペー

ジの右カラムにも，PR最新号の目次とOnline�Early分が表
示されるように変更した．

2．現在，PRの公開済み論文（vol.�1‒10）のPDFのリンクの
張り直し作業を行っている．

3．2016年9月17日にHPの英語版リニューアルについて業者
（マイロプス）と打ち合わせを行った．

4．学会HPのCMS（content�management�system）化を行う
べく，2015年度を通じて新システムを構築し，2016年6月
に新システムへの移行を完了した．また12月には英語版
HPについてもリニューアル及び新システムへの移行を完
了した．これにより，2013年度から引き続いてきた一連の
HPのリニューアル，CMSシステム移行作業が完了した．

5．学会の広報活動や学会員の研究活動，PR掲載論文の広報
活動強化を目的として，学会広報公式Twitter（アカウント
名：@FossilJapan）及びFacebook（https://www.facebook.
com/Palaeontological�SocietyJapan/）の運用を開始した．

6．2017年3月14日〜16日に開催予定のワークショップ「The
解剖学Part�II〜化石を知るinside�out〜」の参加申し込み
期間を，2017年2月1日〜15日とした．

電子ジャーナル（真鍋）
特になし．

友の会（佐々木）
1．2016年12月6日現在の会員数は236名（今年度に入って

47名の増加）．
2．2016年年会（福井）での野外恐竜博物館ツアー（6月24

日）には，23名の参加があり，友の会会員は7名の参加．
3．文化放送のラジオ番組「玉川美紗ハピリー」の9月10日

の放送に出演依頼があり，友の会幹事の辻野泰之君が電話
出演した．放送中に藪本美孝君による「海のハンター展（国
立科学博物館）」のコメントを紹介した．

4．第166回例会（早稲田）で友の会イベント「任務，恐竜と
カメ化石の研究最前線を体感せよ！」を行う予定．

会員の入退会及び会費割引の報告（北村）
1．前回の評議員会（2016年6月23日）以降，入会13名（菊

地栄介君，松本　健君，浅見真生君，スティアマルガ　デ
フィン君，宇都宮聡君，山下大輔君，石黒章夫君，田中　颯

君，三上智之君，江川史朗君，井上新哉君，前田　歩君），
退会6名（杉原　薫君，齋藤　隆君，鈴木清一君，徳本　正
君，萩原正樹君，加藤ひかる君），逝去4名（高橋　寛君，
山形　理君，中川　洋君，小池美津子君）があった．2017
年1月26日現在の会員数は1,015名（前回評議員会から3名
増）である．

2．前回の評議員会（2016年6月23日）以降，特別会員への
変更14名（安藤佑介君，河部壮一郎君，北川博道君，木村
由莉君，實吉玄貴君，沢田　健君，薗田哲平君，高橋　聡
君，高嶋礼詩君，田中嘉寛君，中野智之君，野崎　篤君，
長谷川精君，宮田真也君），名誉会員への変更2名（上野輝
彌君，大場忠道君）があった．

3．評議員選挙名簿の確認・会費滞納者リストの確認を行っ
ている．

編集状況報告
欧文誌（生形・重田）

1．Vol.�21-1を2017年1月1日付けで出版した．今年の表紙
は黄色．

2．Vol.�21-2の原稿を印刷所に入稿済．7編収録で2017年4
月1日出版予定．

3．6月19日現在のPR編集状況は，印刷中7編，受理14編，
決済待1件，修正中12件，査読中2件，受付7件，却下4件，
取下1件．Vol.�21-4の原稿まで確保されている．

4．電子投稿査読システムの仕様を変更して，投稿口に著者
の要件に関する誓約の項目を加えた．費用は発生しなかった．

5．著者の要件に関して会員に周知するための記事を，「化
石」101号の「お知らせ」として掲載する予定．

6．新規投稿分については，連絡著者に共著者の役割分担を
示すよう求めている．Vol.�21〜22にかけて，共著者の役割分
担が明記された論文とそうでないものとが一時混在すること
になる．
化石（佐藤）
1．CiNiiの事業終了に伴うJ-STAGEへの電子版データ移行手

続きが正式に始まったとの通知があった．データ移行の開
始時と完了時に連絡がある予定．

2．2016年9月に100号記念特集号を出版した．
3．2016年9月に出版された「化石」100号に印刷ミスが発生

し，訂正シールを本冊に添付する方法で対応した．
4．101号（2017年3月出版予定）は，引き続き100号記念特

集号，及び白亜紀シンポジウム関連のレビューなどを含め，
受理4編，修正中2編である．

5．102号（2017年9月出版予定）は，引き続き100号記念特
集号，及び白亜紀シンポジウム関連のレビューなどを含め，
修正中1編，依頼済5編である．

6．103号（2018年3月出版予定）は，ミャンマーの新第三系
発掘調査の特集号として，ゲスト・エディターを高井正成
君に依頼した．2016年12月時点で，受理1編，修正中4編，
依頼済2編である．

7．化石友の会の会員数増加に伴い，101号から「化石」の印
刷部数を50部増刷し，1,400部とする予定．

特別号（井龍，代理中島）
1．Paleontological�Research,�Vol.�20,�Supplementを出版した．
2．特別号no.�43を出版した．
3．会員より，PR�Supplementへの投稿希望の申し入れが2件

あった．

連合・学術会議報告
地球惑星科学連合（前田）
1．日本地球惑星科学連合第15回学協会長会議が2016年10月

25日（火）15：00‒16：40に東京大学地震研究所で開かれ，
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前田会長が出席した．
（1）JpGUの定款の改正が行われ，社員構成から団体会員

を除き，代議員のみを社員とすることとなった．
（2）上記（1）の変更に伴い，学協会長会議幹事会を設置

し，幹事会構成員がJpGU理事会にオブザーバーとして
参加できることとなった．

自然史学会連合（佐々木）
1．2016年度自然史学会連合総会が12月23日に東京大学総合

博物館で開催された．12月20日現在，39学協会が加盟．
2．平成28年度自然史学会連合講演会が2017年1月21日（土）

10：00‒12：30に群馬県立自然史博物館で開催された．池
田忠広君が「よみがえる丹波竜の世界〜市民参加による発
掘・研究、そしてまちづくり〜」を講演した．また，参加
学会の展示ブースの一つとして，中島　礼君の協力により，
当学会より「みんなで作ろう！化石レプリカ」を出展した．

3．自然史学会連合が監修した「理科好きな子に育つふしぎ
のお話365」（誠文堂新光社）が産経児童出版文化賞のJR賞
に選ばれた．

4．2017年度に2回の講演会の実施が計画されている．大阪
市立自然史博物館（8月），アクアマリンふくしま（11月）
でそれぞれ開催予定．

日本分類学会連合（佐々木）
1．第16回分類学会連合総会が2017年1月7日（土）10：00‒�

12：00に国立科学博物館上野本館2階講堂で開催される．
前田会長と佐々木猛智君が出席した．

2．一般公開シンポジウムが2017年1月7日（土）13：30‒�
17：00に国立科学博物館上野本館2階講堂で開催され，千
徳明日香君が「サンゴ類における形態形成様式と機能形態」
を講演した．

各種委員会報告
賞の委員会（前田）
1．2016年12月10日（土）午前に2016年度日本古生物学会・

賞の委員会が開催された．審議の結果，3名を学術賞，2論
文を論文賞の候補として推薦することとした．

被災博物館レスキュー委員会（真鍋）
1．SVPからの東日本大震災の復興支援の寄附に対して，会

長名の報告・礼状をSVPのJohn�Long会長宛てに送付し，
10月のSVP総会のレセプションで木村由莉君が代読した．
これに対して，SVP会長から礼状のメールを受領した．

将来計画委員会（中島）
1．第2回委員会を2016年6月25日に福井県立大学で開催し

た．
2．教育・研究に活用できる素材作成とその素材のウェブ配

信の方法について議論した．2017年前半のウェブ配信に向
けて著作権，利用条件，素材の仕様について決定した．

3．2017年初夏に技術評論社から出版予定の古生物関連の書
籍（土屋　健ほか著）の内容チェックの協力を2016年9月
〜2017年4月にかけて実施することとした．

4．第3回委員会は2017年1月28日（土）に開催予定．
地球惑星科学連合環境災害対応委員会（北村）
1．2016年度第2回環境災害対応委員会が2016年11月8日
（火）10：00‒12：10に東京工業大学キャンパスイノベーショ
ンセンター　広島大学東京オフィス408で開かれた．北村
晃寿君が出席し，熊本地震による博物館の被災と地震対応
について報告した．

防災学術連携体（北村・真鍋）
1．第1回防災推進国民大会「防災力の強化を目指す防災学術

連携体と日本学術会議」のワークショップ「東京圏の大地
震にどう備えるか」が2016年8月28日（日）に東京大学山上
会館で開催され，北村晃寿君が「津波堆積物からの知見」

を講演した．
2．第2回防災学術連携シンポジウムが2016年12月1日（木）

に日本学術会議講堂で開かれ，北村晃寿君が出席した．

その他
IPC5について（大路）
1．2018年7月9日〜13日にパリで開催される第5回International�

Palaeontological�Congressのfirst�circularがリリースされた．
セッションの提案を受け付けている．9月1日より登録開始

（今年中の登録料は€360；学生の場合は€200）．
第10回白亜紀国際シンポジウムについて（安藤）
1．第10回International�Symposium�on�the�Cretaceousが2017

年8月21日〜26日にオーストリア・ウィーンで開催される
予定．

第5回国際研究集会（IGCP608）について（安藤）
1．地質科学国際研究計画（IGCP）608第5回国際研究集会

が2017年10月22日〜28日に韓国・済州島で開催される予
定．

6th Turtle Evolution Symposiumについて（平山）
1．6th�Turtle�Evolution�Symposiumが2018年5月25日〜28

日に早稲田大学で開催される予定．
IUGS分科会ICS小委員会について（松岡）
1．2017年1月27日（金）にIUGS分科会ICS小委員会（委員

長：松岡　篤君）が早稲田大学で開催される予定．
事務局報告（吉崎）
1．（株）ニッタに賞状筆耕代金（19,440円）を支払った．
2．杏林舎に福井年会予稿集印刷代金（184,749円）を支払っ

た．
3．銀杏企画ⅡへPR20-3，PR�Supplement，PR20-4，「化石」

100号，PR21-1の発送を依頼し，発送費用（計493,539円）
を支払った．

4．年会プログラム作業謝金（15,000円）を送金した．
5．レタープレスにPR20-3，PR�Supplement，PR21-1，特別

号43号の印刷費（計2,144,073円）を支払った．
6．西村謄写堂へ年会・例会領収書印刷代（63,720円）を支

払った．
7．化石友の会会費未納者へメールで会費納入を催促した（28

名に配信，3名から入金あり）．
8．地学オリンピック日本委員会へ寄付金（100,000円）を支

払った．
9．1年以上の会費滞納者167名，及び2年以上の会費滞納者
（46件）に請求書を発送した．

10．特別会員への種別変更者14名に請求書を発送した．
11．みどり美術印刷へ「化石」100号の印刷代（1,271,000円）

を支払った．
12．学術著作権協会より，受託著作物2016年度複写使用料の

分配額（69,998円）と振込の連絡があった．
13．（株）マイロプスへの英文HP作成費用（216,000円）を支

払った．
14．第166回例会（早稲田）事務局へ補助金（494,450円）及

び補助金の追加分（98,800円）を送金した．
15．学会誌の在庫について，過去5年分より以前のものを処

分する予定．
16．銀杏企画Ⅱへ第166回例会（早稲田）のプログラム発送

を依頼し，発送費用（発送作業代13,077円，送料88,616円）
を支払った．

17．特別号43号著者負担分の請求書を発行し（産業技術総合
研究所宛），献本分25冊を送付した．

18．名誉会員21名へ第166回例会（早稲田）予稿集を発送し
た．
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審議事項
学術賞，論文賞の決定

学術賞，論文賞を下記のように決定した．なお，受賞題目
案と推薦文案について出された意見を踏まえ，賞の委員会で
修正を施すこととした．
•学術賞

對比地孝亘君「恐竜類を中心とした双弓類爬虫類の比較
形態学的研究」

土屋正史君「有孔虫類の分子生物学的・細胞生物学的研
究」

山田敏弘君「化石と分子生物学を融合した進化古植物学
的研究」

•論文賞
Kawagata,�S.�and�Kamihashi,�T.�2016:�Middle�Pleistocene�

to�Holocene�upper�bathyal�benthic�foraminifera�from�
IODP�Hole�U1352B�in�Canterbury�Basin,�New�Zealand.�
vol.�20�(Supplement),�p.�1‒85.�

Takagi,�H.,�Moriya,�K.,�Ishimura,�T.,�Suzuki,�A.,�Kawahata,�
H.�and�Hirano,�H.�2016:�Individual�migration�pathways�
of�modern�planktic�foraminifers:�Chamber-by-chamber�
assessment�of�stable�isotopes.�vol.�20,�no.�3,�p.�268‒284.

第166回例会のアルバイト代について
前回評議員会で承認された第166回例会（早稲田）の開催

補助金申請（494,450円）について，開催実行委員会からの
アルバイト代の追加申請（98,800円）を承認した（合計，
593,250円）．
2017年年会・総会シンポジウム案について

2017年年会・総会（北九州市立自然史・歴史博物館）のシ
ンポジウム案「魚類化石研究の現状と可能性（コンビナー：
藪本美孝君・高桒祐司君）」（2017年6月9日（金）13：00‒�
16：15：於北九州市立自然史・歴史博物館　ガイド館）を承
認した．
2017年年会・総会への開催資金援助申請について

2017年年会・総会（北九州市立自然史・歴史博物館）の開
催資金援助申請（385,321円：内訳は会場整備費70,848円，パ
ソコンレンタル費117,033円，人件費167,440円，雑費30,000
円）について審議し，これを承認した．
第167回例会開催地について

第167回例会を2018年2月2日（金）〜4日（日）に愛媛大学で
開催することを承認した．
今後の不定期刊行物の出版計画や予算などについて

学会の不定期刊行物（PR�Supplement，特別号）の立ち上
げの経緯や出版の著者負担費用の原則を確認し，今後の出版
計画や著者負担費用についての意見交換を行った．これらの
意見を踏まえ，刊行物委員会及び常務委員会で投稿規定の不
定期刊行物に関する著者負担費用についての項目を検討する
こととした．
長期会費滞納者の処分について

長期会費滞納者について，3月中旬までに入金がない場合
は除籍すること，また，長期会費滞納の特別会員については，
評議員選挙の候補者リストから外すことを確認した．
名誉会員推戴に関わるスケジュールについて

これまで5，6月の常務委員会で準備し，年会の評議員会で
推戴を諮っていた名誉会員の推戴のスケジュールについて，
2018年度以降は，12月の常務委員会で準備し，例会の評議員
会で推戴することとした．
名誉会員推戴に関わる会則第10条の見直しについて

名誉会員の決議を総会で行うとする会則第10条を見直すこ
とについて意見を交換し，常務委員会で審議することとした．
15th InterRadへの支援について

第15回国際放散虫研究集会（15th�InterRad）（2017年10月
22日（日）〜27日（金），於新潟大学）の大会実行委員会から
あった開催資金の支援申請について，若手会員を対象とした
国際会議派遣に限って支援することを承認した．
日本古生物学会の国際化について

今後のIPCの招致や，年会・例会の国外開催や海外の学会
と協定を結んでのjoint�meetingの可能性，国際会議派遣支援
の適用範囲を含め，国際化に向けた本会の今後の方針及び国
際会議開催等助成基金の運用方法について意見交換を行った．
評議員から意見や情報を募り，国際化に向けた本会の方針と
国際会議の支援への基金運用のガイドラインの制定について
常務委員会で検討することとした．
例会時の評議員会の開催日程について

例年，例会開催日前日の午後に行われている評議員会の開
催日程を見直すことについて意見を交換した．これらの意見
と例会プログラムを踏まえ，常務委員会で検討することとし
た．
ポスター賞選考委員の選出について

第166回例会のポスター賞選考委員に，Jenkins,�Robert�G.君
（委員長），松岡　篤君，奈良正和君，大路樹生君，矢部　淳
君を選出した．
次回定例評議員会の日程について

次回定例評議員会を2017年6月8日（木）午前に北九州市立
自然史・歴史博物館講座室にて開催する．

日本古生物学会第166回例会 
（2017年1月 早稲田大学） 

優秀ポスター賞（順不同）
◦山岡勇太・近藤康生

高知県の上部新生界唐ノ浜層群から産出した暖流系貝類群
集の時間的・空間的変化

◦江川史朗・阿部玄武・田村宏治
実験発生学的観点からの恐竜研究

受賞ポスター

優秀ポスター賞受賞者：左から山岡勇太君，前田会長，江川史朗
君，浦野雪峰君
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◦浦野雪峰・松本涼子・河部壮一郎・田上響・大橋智之・藤
原慎一
クチバシの骨質部形態が制限する角質の成長方向

高校生ポスター賞
優秀賞（順不同）
◦増田英敏（海城高等学校）

葛生地域に分布する海山―礁複合体の堆積環境

◦吉村太郎（慶應義塾高等学校）
生殖周期と成長肋の関係が導くエゾキンチャク属（二枚貝：
イタヤガイ科）における性的二型の可能性

奨励賞（順不同）
◦田中拓海（多治見市立北陵中学校）

ワニ類における1本の骨からの全長の推定

◦十倉遙香・高松壮太・吉見幸次朗
丹波竜化石工房の来場者の動態調査

Terrace deposit
Ananai Formation
Basement

Alluvium

100 m

N
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Name A-08 A-10b A-12 IO-01a IO-01b IW-01 O-01 T-06 T-10 T-15 T-17 T-19 A-09 A-10a A-11 T-21a T-21c T-21b T-21d T-22a T-22b T-22c T-22d O-10 O-11 O-09 T-25 T-26 H-01 Kuroda et al. (1971) Okutani (2000)

Macoma totomiensis✝ 42 7 1 1
Laternula  anatina 10 1 Intertidal - 60 Intertidal  - 60

Mactra sp. 5
Solecurtus divaricatus 3 3 1 1 Intertidal  - 10 Lower intertidal  - 20

Placamen tiara 1 7 6 2 6 1 3 2 6 1 12 10 - 50 10 - 50

Callista chinensis 1 3 4 17 1 23 3 1 Intertidal - 50 5 - 50

Panopea japonica 3 1 2 1 2 1 10 - 50 Lower intertidal  - 30

Acila submirabilis 1 6 5 2 1 3 19 20 13 5 2 1 2 1 3
Amussiopecten praesignis✝ 1 5 6 17 4 2 2 1 1 1 8 8 3 4 19 24 2 11 4 15 2 14 1 2
Fulvia  aff. mutica ✝ 1 1 4 1 6 1 4 5 21 37 1 8 5 4 3
Eufistulana aff. grandis ✝ 2 5 1 2
Mimachlamys satoi ✝ 11 3 2 5
Amusium pleuronectes okinawaensis✝ 11
Glycymeris (Veletuceta ) albolineata 4 14 32 1 5 - 20 3 - 20

Glycymeris (Veletuceta ) fulgurata 4 141 1 ― Upper subtidal

Anadara  (Scapharca ) kumensis✝ 2 2 10 16 2 11 3 4
Bathytormus yagurai ✝ 127 5 1 16 1
Dosinorbis bilunulatus 7 19 5 7 1 10 - 50 10 - 50

Solen  grandis 3 4 1 1 3 5 - 20 Lower intertidal  -  20

Paphia (Paphia ) aff. amabilis✝ 2 2 5 20 6 3 2 2
Meretrix lamarckii 4 Lower intertidal  - 20 Lower intertidal  - 20

Cellana  sp. 1
Cypraea spp. 5 1
Arca boucardi Intertidal - 20 Intertidal - 20

Glycymeris (Tucetilla ) pilsbryi 1 1 7 90 1 3 3 30 - 600 50 - 150

Hipponix acuta 10 31 ― Intertidal - subtaidal

Cryptopecten vesiculosus 4 5 50 - 600 50 - 200

Crassostrea cf. nippona 2 1 2 1 ― 0 - 20

Vasticardium burchardi 2 23 2 1 1 0 - 20 Lower intertidal  - 20

Zeuxis castus 1 2 40 1 5 1 ― 0 - 180

Angulus vestalioides 2 1 13 13 1 1 1 10 - 100 10 - 300

Anadara (Diluvarca ) suzukii ✝ 1 1 1 21 7 1 1 1 12
Clementia vatheleti 3 1 1 1 1 14 3 4 Intertidal - 20 ―

Paphia (Paphia ) schnelliana 1 2 21 6 3 4 1 4 1 1 10 - 100 10 - 100

Nipponoclava yokoyamai ✝ 1 3 2 5 1 3
Cyathodonta aff. granulosa ✝ 2 1
Glycymeris  (Glycymeris ) rotunda 4 3 5 3 7 3 25 22 80 30 - 300 20 - 300

Venus foveolata 1 1 1 1 1 6 27 2 50 - 300 Lower intertidal

Keenaea samarangae 2 2 4 1 50 - 300 50 - 300

Mizuhopecten tokyoensis hokurikuensis✝ 1 9
Ginebis crumpii 1 2 50 - 400 50 - 400

Bathybembix aeola 2 ― 300 - 1000

Limopsis tajimae 18 100 - 790 ―

Phanerolepida pseudotransenna ✝ 8
Cuspidaria steindachneri 3 ― 100 - 1200

Fissidentalium yokoyamai 8 100 - 200―

Habitat depth (m)Fossil localities　(IW: Iwado, H: Hane, A: Ananai, IO: Ioki, T: Tonohama, O: Ono Area)
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Q. A.，は）3591，かほ藤甲（群層浜ノ唐 統新更―統新鮮の県知高】景背【     　
分布域ごとに露出する層厚や化石の保存状態の差が激しいため，詳細な
層序や，産出する貝化石群集とその変遷が明らかになっていない．

● 岩戸の鮮新統は上部浅海帯，登層は深海帯，穴内層は徐々に深海化する上部～
　 下部浅海帯にて堆積したことが明らかとなった．このうち，同時異相の穴内層
　 と登層は，分布の南東に向かうにつれ，堆積場が深海化する傾向が認められた．

● 四国地域では，掛川動物群の要素を含む群集が鮮新世初頭に成立しており，後期
　 鮮新世には，更新統掛川層群大日層に典型的な上部浅海帯の群集が成立したと考えられる．
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Paleo-Tosa Bay

Inner Bay

Continental Slope

Continental Shelf

Ananai F.

(Late Pliocene)

Nobori F.

Ananai F.

■堆積相解析および，産出する現生種の生息場の情報（黒田ほか，1971；奥谷，2000）
　をもとに，化石群集ごとに生息環境を推定した．

■穴内層の分布する，穴内・伊尾木・唐浜・大野地域，登層の分布する羽根地域，下部
　鮮新統の分布する岩戸地域を対象として踏査を行った．このうち，詳しい層序の明ら
　かになっていない穴内層および岩戸地域の下部鮮新統については，地質図，地質柱状
　図を作成した．

■産出した約3,000個体の貝化石を検討し，同相産状を示す種を選び群集として認定した．

■堆積相解析および，陸棚の生物帯区分（大山，1952）に基づき，堆積場を復元した．
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【陸棚における生物帯区分（大山，1952）】

化石群集の検討

分布域 ,層序の検討

唐浜 大野穴内 伊尾木 羽根 岩戸
穴内層 登層

増渕ほか
(2008)

本研究の調査範囲
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Ananai Formation
Nobori Formation
Lower Pliocene in Iwado Area
Conglomarate
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＊4

＊5

＊1 ＊1

図．唐ノ浜層群の堆積年代．年代の根拠と
なった文献；＊1: Nishida (1979)，＊2: 甲藤
 (1990)，＊3: 北ほか (2009)，＊4: 増渕ほか
(2008)，＊5: 山岡ほか (2015)．
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▲ 唐ノ浜層群の地質図．分布域は安芸市穴内から室戸市岩戸までの広範囲にわたる．
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▲ 認定した貝類群集と，その生息水深・底質の関係．

◀ 鮮新世後期，穴内層の北西部は内湾に隣接した浅海の環境，
南東部は西部に比べ外洋に面したやや深い環境，さらに南東に
位置する登層は，最も深い深海帯にて堆積したことが明らかと
なった．つまり，当時の唐ノ浜層群の堆積場は，南東に向かう
につれ深海化する傾向にあったと考えられる．

① 穴内地域 内湾付近の上部～下部
浅海帯の群集が産出
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熱帯ー亜熱帯の開放的な上部浅海帯，
下部浅海帯の群集が産出（上方深海化）
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② 伊尾木地域 内湾付近の上部浅海帯
の群集が産出
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熱帯ー亜熱帯の開放的な上部浅海帯，
下部浅海帯の群集が産出（上方深海化）

■岩井雅夫・近藤康生・菊池直樹・尾田太良，2006．鮮新統唐の浜層群の層序と化石．地質学雑誌，112（補遺），27‒40．■甲藤次郎・中村 純・高柳洋吉，1953．唐ノ浜層群の層序と微
古生物学的考察．高知大学学術研究報告，2，1‒15．■甲藤次郎，1990．第三章地質．田野町史，高知県田野町，21‒76．■北　重太・池原　実・岩井雅夫・近藤康生，2009．穴内層ボー
リングコアの安定同位体分析に基づく後期 -鮮新世の環境変動．地球惑星科学連合大会 2009，L132‒P001．■黒田徳米・波部忠重・大山 桂，1971．相模湾産貝類．741p.，丸善株式会社．
■Lisiecki, L. E. and Raymo, M. E., 2005. A Pliocene-Pleistocene stack of 57 globally distributed benthic δ18O records. Paleoceanography, 20, PA1003. ■増渕　靖・尾田太良・近藤康生・
池原　実・小玉一人・岩井雅夫・亀尾浩司・酒井豊三郎・鈴木紀毅，2008．鮮新統登層コアを用いた高精度層序の確立．日本古生物学会 2008 年年会講演予稿集，73．■Nishida, S., 1979. 
Restudies of calcareous na-nnoplankton biostratigraphy of the Tonohama Group, Shikoku, Japan. Bulletin of Nara University of Education. Natural science, 28, 97‒110. ■大山　桂，1952．
海産貝類の垂直分布について．貝類学雑誌，17，27‒35．■小澤智生・富田　進，1992．逗子動物群 -日本の後期中新世～前期鮮新世暖流系動物群 -．瑞浪市化石博物館研究報告，19，
427-439．■山岡勇太・萩野恭子・岩井雅夫・近藤康生・菊池直樹，2015．室戸半島岩戸地域の新第三紀貝類化石群とその石灰質ナノ化石年代．日本古生物学会第 164 回例会，P‒39．

▲ 大野地域の地質図および地質断面図．
▲ 穴内地域の地質図および地質断面図．

▶ 唐浜地域の
地質図および
地質断面図．

▲ 伊尾木地域の地質図および地質断面図．
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                                       群集 
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                       G. pilsbryi 群集 

 11. Amussiopecten-
          Paphia schnelliana 群集 12. G. rotunda-Venus 群集 13. Glycymeris rotunda群集  14. Limopsis-Phanerolepida

                                                  群集 
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▲ 認定した貝化石群集の産状およびスケッチと，復元された古環境．

▼ 産出した主要な種の産出頻度および，その生息水深 ．十字架は絶滅種を，赤字は外洋に面した浅海帯の特徴種を示す．
      化石群のうち同相産状を示す種をまとめ化石群集とした．

内湾付近の上部浅海帯（0 - 50, 60 m）
外洋に面した上部浅海帯（0 - 50, 60 m） 外洋に面した下部浅海帯（50, 60 - 100, 120 m）

内湾付近の下部浅海帯（50, 60 - 100, 120 m） 漸深海帯（200 - 1000 m）

上部浅海帯（７群集），下部浅海帯（６群集），漸深海帯
（１群集）の古水深を示唆する，合計14の化石群集を認定した！

【目的】唐ノ浜層群の詳細な層序を確立するとともに，唐ノ浜層群
から産出する貝化石群集と，堆積場の変遷を解明することを目的とした．

下部鮮新統

● 唐ノ浜層群から認定した14の貝化石群集は，異なる環境を示唆する 5つに大別される．
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▲ 唐ノ浜層群から認定した貝化石群集の時空分布（上）と，西南日本の化石貝類動物群の変遷図（下）．
（小澤・富田，1992を改変）掛川動物群 白浜動物群 逗子動物群黒潮動物群
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■ 掛川動物群に特徴的な浅海種の増加．ex. Babylonia elata

U. obsoletumB. elata M. totomiensis B. yagurai

鮮新世後期：穴内層最下部（3.8-3.4 Ma）

四国地域では，掛川層群大日層に典型的な
上部浅海帯の貝類群集が鮮新世の後期に成立

していたと考えられる．
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漸深海帯の群集
が特徴的に産出
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▶主に中～極粗粒
砂岩から構成され，
岩戸地域の海岸に
散点的に露出する．

◀緑色シルトを狭在
する塊状泥岩から成る．

body fossils

plant debris

trace fossils
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調査地域と年代調査地域と年代 研究方法研究方法

穴内層：砂岩主体穴内層：砂岩主体

登層：泥岩主体登層：泥岩主体 岩戸の下部鮮新統岩戸の下部鮮新統

産出した代表的な貝化石産出した代表的な貝化石

貝化石群集の時空分布貝化石群集の時空分布

文献文献

認定した貝化石群集認定した貝化石群集

A. praesignis M. satoi T. perterebra
M. panda

鮮新世前期：岩戸地域の下部鮮新統（5.6-3.8 Ma）

■掛川動物群の特徴種を含む化石群集の産出．

四国地域では，掛川動物群の要素を含む貝類群集が
鮮新世の初頭において既に出現していたと考えられる．

■中新世型の逗子動物群の特徴種を含まない．

熱帯―亜熱帯性上部浅海帯群集の構成種を，時系列で比較！

⑦ Bathytormus-Glycymeris群集

⑤ Amussiopecten-Amusium-Mimachlamys群集

① 穴内地域 ③ 唐浜地域② 伊尾木地域 ④ 大野地域

⑤ 岩戸地域

高知県の上部新生界唐ノ浜層群から産出した暖流系貝類群集の時間的・空間的変化
Spatio-temporal changes in warm-water molluscan associations from the upper Cenozoic Tonohama Group, Kochi Prefecture

高知大学　　山岡 勇太・近藤 康生
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Umbonium obsoletum

Phanerolepida pseudotransenna 

Turritella perterebra Babylonia elata

Amussiopecten praesignis 

Amusium pleuronectes okinawaensis

Mimachlamys satoi

Macoma totomiensis 

Bathytormus yagurai

Solecurtus divaricatus

Venus foveolata 

Callista chinensis

Fulvia aff. mutica
Placamen tiara

Laternula 
     anatina

Paphia schnelliana

Eufistulana 
      aff. grandis

Glycymeris albolineata

熱帯―亜熱帯種
上部浅海帯に生息する種
開放的上部浅海帯に生息する種

下部浅海帯に生息する種
漸深海帯に生息する種
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Ginebis crumpii
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×1.5

Acila submirabilis 

Limopsis tajimae

Anadara kumensis
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Glycymeris pilsbryi

Glycymeris fulgurata Glycymeris rotunda
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クチバシの骨質部形態が制限する角質の成長方向 

背景 試料

手法

結果と考察

まとめ・今後の展望 謝辞

　　　　　クチバシは歯の代替器官として，現生のトリやカメの他にも，
絶滅種を含む脊椎動物の多くの系統で独立に獲得されてきたと考えられて
いる．また，嘴鞘を含めたクチバシの形態は現生種においても多様であり，
それぞれの形態に応じて様々な用途に用いられていることから，クチバシ
の獲得は脊椎動物の行動生態の多様化に大きく貢献してきたと言える．
生物の食性を含む行動生態を復元するには，絶滅種においてクチバシの形
態や機能をより確からしく復元する必要がある．しかし現生種でも，クチ
バシ軟体部である嘴鞘の形態は骨質部の形態と必ずしも一致せず，化石に
残る骨質部の形態を基に，嘴鞘の形態を確からしく復元する方法は未だに
確立されていない．

嘴鞘

下顎

上顎

背側の正中

目的
現生のトリとカメを用いてクチバシの骨質部の形態と嘴鞘の形態を比較する

→ 特に骨質部と嘴鞘の背側の曲率の変化に注目

Accipitriformes

Anseriformes

Charadrii
       formes

Cuculiformes

Falconiformes

Phoenicopteriformes

Piciformes

Psittaci
    formes

Sphenisciformes

Passeriformes

Chelidae

Cheloniidae

Geoemydidae

Testudinidae

Testudines

Motacilla cinerea
Cyanoptila cyanomelana

Trichoglossus haematodus

Falco tinnunculus

F. peregrinus

Dendrocopos kizuki

Milvus migrans 1

M. migrans 2

Accipiter nisus

Rostratula benghalensis

Larus crassirostris

Fratercula cirrhata

Cuculus saturatus

Spheniscus demersus

Pygoscelis papua

Eudyptes chrysolophus

Spheniscidae indet. a

Spheniscidae indet. b

Phoenicopterus ruber

Anas platyrhynchos

Elseya novaeguineae

Dipsochelys dussumieri
Geochelone sulcata
Stigmochelys pardalis
Heosemys annandalii

Orlitia borneensis

Eretmochelys imbricata

Chelonia mydas 1

Chelonia mydas 2

Carettochelys insculpta

Lepidosauria

Crocodylia

Australaves

Inopinaves

Neoaves

Aves

Corvus macrorhynchos

Hirundo rustica

Sturnus cineraceus

Passer montanus 1
P. montanus 2
P. montanus 3

Pionus fuscus

Eudyptes chrysocome

Rissa tridactyla

Alcedo atthis

Phalacrocorax carbo

Ardea alba

Puffinus tenuirostris

Bulweria bulwerii

Coraciiformes Suliformes

Ciconiiformes
Procellarii
        formes

Ardea intermedia

Apus apus

Grus antigone

Apodiformes

Gruiformes

Coturnix chinensis 1

C. chinensis 2

Gallus gallus domesticus 1

Gallus gallus domesticus 2

Gallus gallus domesticus 3
Gallus gallus domesticus 4

Gallus gallus domesticus 5
Gallus gallus domesticus 6

Gallus gallus domesticus 7

Gallus gallus domesticus 8
Gallus gallus domesticus 9
Gallus gallus domesticus 10

Galliformes

Aix galericulata

Branta canadensis

Chelydra serpentina

Terrapene ornata

Terrapene carolina

Apalone spinifera

Carettochelyidae

TrionychidaeChelidridae

Chelonia mydas 3
Emydidae

Caretta caretta

17 科 33 属
37 種 51 個体

8科 13 属
14 種 16 個体

トリ

カメ

試料に対しCTスキャンを行う（Microfocus
　CT TXS 320-ACTIS，LaTheta LCT-100M）
　　　　　　　　　↓
上顎，下顎，上顎の嘴鞘，下顎の嘴鞘を　
個別に立体構築（Avizo 8.0を使用）

※本研究で用いるのは上顎とその嘴鞘

2点間からなる直線と
水平面との角度を算出

正中の背側に沿って座標データを取得  (voxelcon 2013 を使用）

断面

座
標

X 座標

Z

X座標

座
標

Z

Z

X

①プロット間を直線で近似

②直線に沿って等間隔に　　
　101プロットを再取得

③隣り合う2点間からなる直線と
　水平面との角度を算出

吻部の根元からの曲線距離

背
側
の
角
度
（°

）
0

0

-60

吻部の根本
（近位）

吻部の先端
（遠位）

吻部の根元からの曲線距離

背
側
の
角
度
（°

）
0

-60

0

④10プロットごとに分けて
　その平均値を取得

⑤曲率が大きく変化する点
（遷移点）を決定 遷移点

-20°
-20°

-20°
0° 0° 0° 0°

吻部の根元からの曲線距離

背
側
の
角
度
（°

）
0

骨
嘴鞘

骨と嘴鞘とで　　　
長さや曲率が違う

骨と嘴鞘とで　　　　　
長さや曲率が変わらない

最遠位の遷移点より
遠位の領域に注目

遠位

最遠位の
遷移点

傾きα

→ 回帰直線を引く

傾きαより骨は　　
距離1につきαずつ
角度が変動する　　
カーブを描いている

距離 1

曲率半径

傾きα 距離1につきαずつ角度が
変動する近似的な円を
描くと傾きαは距離1の
扇形の中心角と等しい

扇形の弧長と中心角から
最遠位の遷移点より
遠位におけるカーブの
曲率半径が求められる

骨と嘴鞘の最遠位にある遷移点より遠位における
                                                両者のカーブ度合や長さを比較

以下の指標を比較

①骨のカーブ度合

②嘴鞘の伸び率

③骨の曲率半径に対する
　嘴鞘の曲率半径の緩さ

①骨のカーブ度合 ②嘴鞘の伸び率 ③骨の曲率半径に対する嘴鞘の曲率半径の緩さ

骨の長さ lb
骨の曲率半径 rb

骨のカーブ度合　Cb= lb/rb

大小

骨の長さ lb 嘴鞘の長さ lk

嘴鞘の伸び率　Gk= (lk-lb)/lb

大小

骨の曲率半径 rb 嘴鞘の曲率半径 rk

　CC= rk/rb骨の曲率半径に対する
嘴鞘の曲率半径の緩さ

大小
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骨のカーブ度合vs 嘴鞘の伸び率
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嘴
鞘
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伸
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率

トリ
カメ

嘴鞘の長さが
骨の2倍

嘴鞘と骨の
長さが等しい

R2= 0.00177
p= 0.295

R2= 0.0500
p= 0.502
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骨のカーブ度合 VS 
 骨の曲率半径に対する
  角質の曲率半径の緩さ
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骨
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に
対
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る

 

 

角
質
の
曲
率
半
径
の
緩
さ

トリ
カメR2= 0.0464

p= 0.0286

R2= 0.000651
p= 0.000297

骨の曲率半径と
嘴鞘の曲率半径
が等しい

骨のカーブ度合vs 嘴鞘の伸び率

◉トリでもカメでも，骨のカーブ度合と嘴鞘の伸び率に
　相関は見られない

◉トリの場合，ほとんどの種において最遠位の遷移点より
　遠位の嘴鞘の長さは，骨の長さの約2倍以内に収まる

→ 骨の曲率によって
　　　　　　嘴鞘の伸び率が決まる訳ではない

◉カメの場合，嘴鞘の伸び率の制限はトリよりも緩い

少なくともトリでは，嘴鞘の長さに
定量的な上限を設けた復元が可能

骨のカーブ度合 VS 
　　骨の曲率半径に対する角質の曲率半径の緩さ

◉トリの場合，骨のカーブ度合が増すほど，骨の曲率
   半径と嘴鞘の曲率半径が等しくなる傾向がある

→ 少なくともトリでは，骨がカーブするほど
　　　　　　　  嘴鞘は骨のカーブを強く反映する

骨が強くカーブしている部分は
骨の曲率を元に嘴鞘の復元が可能

◉カメの場合，骨のカーブ度合と曲率半径の緩さとの間に
   明確な関係は見られない

◉トリの場合，背側のラインにおける最遠位の遷移点より
　遠位の領域では骨のカーブがきつい箇所であれば
　骨の曲率を反映させた嘴鞘の復元が可能である．
　その際，嘴鞘の長さは，長くても骨質部の長さの約2倍を
　超えない程度に収めることで，より確かな復元になると
　考えられる．

◉カメのクチバシに
   対する理解を深める

◉クチバシを持っていたとされる絶滅動物の
   クチバシの復元を試みる

◉最遠位の遷移点より
   近位の領域についても
   骨と嘴鞘の関係を探る

骨と嘴鞘を含む
クチバシの薄片観察を行い
嘴鞘の成長する方向を調べる

（例：トリケラトプス，オルニトミムス）

小林夏妃さん（山梨県）
高木菜都子さん（名古屋大学）
掛谷勇介さん（東京都）
北村晃寿さん（静岡大学）
山本達也さん（葛西臨海水族園）
林昭次さん（大阪市立博物館）
河野重範さん（栃木県立博物館）
斉藤浩明さん（京都大学博物館）
名和真司さん（津田漁港）
西田わらびちゃん、こげまるちゃん（滋賀県安土町）
安藤瑚奈美 さん（名古屋大学）
吉野奈津子さん（名古屋大学博物館）
江木直子さん（京都大学）
Mgさん（東京都）

山岡勇太君・近藤康生君ポスター

江川史朗君・阿部玄武君・田村宏治君ポスター

浦野雪峰君・松本涼子君・河部壮一郎君・田上響君・
大橋智之君・藤原慎一君ポスター
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日本学術会議地球惑星科学委員会IUGS分科会ICS小委員
会第23期は，2015年10月にはじまり，これまでに3回の委
員会を開催している．第3回委員会（2017年1月　早稲田大
学）の際に，委員会の報告を日本古生物学会和文誌に年1回
載せることとしたことを受けて，今期2回分の委員会につい
て議事録をもとに概要を報告する．なお，第23期の委員は以
下のとおりで，任期は2017年9月末までである．

松岡　篤（委員長），川辺文久（幹事），北里　洋，齋藤文紀，
西　弘嗣，江崎洋一，上野勝美，佐藤時幸

第23期・第1回の小委員会は2015年6月27日（土） 12：00
〜13：00に産業技術総合研究所において開催され，以下の審
議事項・報告があった．

1．委員長，幹事の互選
委員長に松岡　篤を，幹事に川辺文久を選出した．

2．ICS�subcommissionの活動状況について
カンブリア系のSeries�2，Series�3の検討が進んでおり，中

4-1 生殖周期を反映する成長肋 成長縞にみる特異な殻形成
δ18Oの測定結果から, 冬季に外層が内側に折れ曲がるように成長方向を転換し, 夏季になると殻高

の向きに成長することがわかる. すなわち, 夏季に殻を大きく伸長させ, 冬季に容積を急増させている
ことが明らかとなった. 本種の３年目から産卵を開始し, 冬・春季の生殖腺肥大と凹凸状の成長肋は符
合していると考えられる．化石種ではさらに顕著な周期を示すものがある．

生殖周期と成長肋の関係が導くエゾキンチャク属
（二枚貝: イタヤガイ科）における性的二型の可能性

吉村 太郎（慶應義塾高等学校）
Taro YOSHIMURA (Keio Senior High School)

２．研究方法
〈酸素・炭素安定同位体比解析〉
北海道湧別沖・サハリン南部で採取された現生エゾキンチャクを用い

て, 酸素・炭素安定同位体比の測定を行った. 左写真のように, 粉末試料
を採取し, 海洋研究開発機構の質量分析計IsoPrime (GV Instruments社
製)を用いて測定した. また, 酸素同位体比測定値と塩分濃度(J-DOSSより)
から推定水温を換算した(Kim et al. 2007).
〈貝殻の性差に関する形態解析〉

同様に134個体(雄74・雌60)を用いて, 殻と軟体部の計測を行った．
①4～6歳個体を対象に, 軟体部全体と生殖巣の湿質量を計測した．
②4～6歳個体を対象に, 殻高と両殻の殻幅を計測し比較した．
③5歳個体について, 成長方向に沿って殻の厚みを計測した. 
〈成長線の観察〉
4ｍｍ幅に最大成長軸に沿って切断した左殻をMutvei溶液(Bernd et al., 
2005)で染色した上で, スキャナーEPSON GT-X980, 光学顕微鏡
KEYENCE VHX-2000を用いて撮影を行った.

７．参考文献
速水格, 1995: ホタテガイ類の自然史.日本古生物学会第114回例会普及講演
Kosaka, Y. and Ito, H. 2006: Chapter 22, Japan. In Scallops: Biology, Ecology and Aquaculture (Shumway, S. E. and Parsons G. J. eds.), 1093-1141, Elsevier, Amsterdam.
Masuda, K. 1972: Swiftopecten of the Northern Pacific. Trans. Proc. Palaeont. Soc. Japan. N.S., no.87, pp.395-408.
Nakashima, R., Suzuki, A. and Watanabe, T. 2004: Life history of the Pliocene scallop Fortipecten, based on oxygen 

and carbon isotope profiles. Palaeogeography, Palaeoclimatology, Palaeoecology, vol. 211, p. 299-307.
Sang-Tae Kim, James R. O’Neil, Claude Hillaire-Marcel and Alfonso Mucci, 2007： Oxygen isotope fractionation between synthetic aragonite and water: Influence of

temperature and Mg2+ concentration, Geochimica et Cosmochimica Acta Vol. 71 p. 4704–4715.
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館の黒住耐二主任上席研究員, 東京大学総合研究博物館の佐々木猛智准教授には, 卓越した識見に基づく
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ご協力いただき, 丁寧にご指導いただきました. ここに厚く御礼申し上げます.

１．はじめに
エゾキンチャク Swiftopecten swiftii (Bernardi,

1858) は, イタヤガイ科エゾキンチャク属に属する
寒流種であり, 前期中新世後期の日本近海に出現
し, 現在は日本北部沿岸域の浅い岩礁や砂礫底に足
糸で付着して生息する. 殻形成の際に付加成長して
生じる, 成長肋とよばれる凹凸が, イタヤガイ科の
中でも非常に特徴的である.
これまで卵生二枚貝の殻形質における性差につ

いて認めた研究例はない. しかし, エゾキンチャク
の殻は生殖巣形成を主とする生活周期を強く反映
するため, 雌雄の差についても殻に表現される可能
性が考えられる. 研究対象であるイタヤガイ科は, 
発生時は全て雄であるが, 3歳時には性成熟を完了
し, 雌雄の区別が明確になる. 形態解析, 同位体分
析, 成長線解析を通じ, 以上の検討を試みた.

３．結果

4-2 3層の成長線 11月に外層の成長方向を内側に“転換”
3層(外・中間・内層)の成長線が観察できる. 外層は殻頂部から腹縁部まで, 中間層は殻

頂部から殻の真ん中辺りまで, 内層は殻頂部から背部に認められる. そのうち, 中間層は
他と明らかに見え方が異なり, 成分や結晶構造が異なると考えられる. また，外層は外側
から変色があり, 石灰質の再結晶が認められる. 18Oの測定値より，外層の上部では11月
頃に成長線休止が認められ, その後, 冬季から春季にかけて新しい外層が内側に成長方向
を転換して付加成長をゆっくりと続けていることが確かめられた. これは，単なる水温の
低下に伴う成長休止ではなく, 殻の成長方向を転換させるために設けられた成長期から繁
殖期への転換点であると考えられる. 

3-①のグラフは, エゾキンチャクの場合は, 雌の卵巣は, 雄の
精巣に比べ大きい傾向を示しており, 平均して約1.2倍大きいこ
とが明らかとなった. また, 3-②が示す通り, 雌は雄に比べて両
殻の膨らみが強いといえる. 大きな生殖巣をもつ雌にとっては, 
雄に比べてより大きな殻内部の容積が必要となる. 
雄の殻は, 平均して厚い傾向がみられるが, これは雄が雌の卵

形成比べ, 精子形成にかけるコストが低いため, その分のエネル
ギーを内層の殻形成に費やし内側からの補強に充てているから
と考察する. 内層の成長量を雌雄で比較すると, 雄の方が大きい
ことが観察できる. これによって外層・中間層の薄い箇所を均
し, 殻の強度を高めている.
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外層および内層
成長休止線

♂ ♀

貝殻の成長軸に沿ったd13C・d18O変動

殻背部では結晶構造の異なる
3層が観察できる

軟体部の生産
大きい

殻の生産

軟体部の生産

栄養
殻の生産
大きい

栄養

11月頃, 外層が成長休止
新たな外層が生産

微細成長線：
毛状の表面の下に
ハの字の成長線模様
が交斜している. 

殻の先端は外層のみ
で形成されている.
(最も新しく生産さ

れた箇所)

２年目夏 2年目冬

３年目夏

4-3 効率よく殻内部の容積をつくる雌 内層が発達した殻をもつ雄

繁殖期成長期

内層が成長肋の
中間まで大きく伸長

内層が成長肋の
少し先で成長休止

春季

夏季

δ18Oから, -0.5～+2.5‰ と-1.5～+2.0‰
の周期的な変動が読み取れる. 両者とも殻
の凹凸と対応しており, 傾向は同じである.
なお, 絶対値の違いは水温(水深)の差異を
反映したものと考えられる.

5. まとめ
エゾキンチャクは, 外層は殻頂部から先端まで, 

中間層は閉殻筋の先端まで, 内層は閉殻筋の付け根
まで伸長する3層からなる. 各年11月頃の外層にお
ける殻成長方向の転換に伴い，繁殖期の生殖腺肥大
と関連して殻内部の容積が周期的に急増することが
認められる. 殻形態では, 両殻の膨らみは雌が大き
く, 雄の殻は内層が発達していることが明らかに
なった. これらは, 生殖に費やすエネルギーの性差が
殻形質に反映されたものと結論付ける.

３年目冬

内層は閉殻筋より背部
にて形成されている中間層は閉殻筋の移動

に伴って成長している

中腸腺

生殖腺
外層は先行して成長する
内層と近い成分と構造

閉殻筋
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♂
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葛生地域に分布する海山−礁複合体の堆積環境
Sedimentary environment of Permian reefal limestone in Kuzu area, Sano City, Tochigi Pref.

動機・目的 

海城高等学校地学部 増田英敏 

本研究を通じ，以下の方々にお世話になりました。 
この場をお借りして御礼申し上げます。(50音順) 

・三宅幸雄氏(岐阜県在住) 
・吉澤石灰工業株式会社 
 

また，本研究は日本科学協会のサイエンスメン
ター制度事業の支援を受けました． 

参考文献一覧 
Flugel, E., 2004. Microfacis of carbonate rocks. Springer-Verlag, Berlin. 
藤本治義，1961．5万分の1地質図幅「栃木」同説明書．地質調査所，16-42． 
保柳康一・公文富士夫・松田博貴，2004．堆積物と堆積岩．日本地質学会編，フィールドジ 
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小林文夫，1979．栃木県葛生地域の鍋山石灰岩の岩相と堆積環境について．地質学雑誌，  
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炭酸塩アトラス http://www.scs.kyushu-u.ac.jp/earth/kano/Carb/index_atlas.html 

・安達修子先生(自然史科学研究所) 
・奥村よほ子学芸員(葛生化石館) 
・椎野勇太准教授(新潟大学) 
・住友大阪セメント株式会社 

・田沢純一名誉教授(新潟大学) 

研究手法 
1. 葛生地域での野外調査  
      ▸  50地点からサンプリング 
 

2. 炭酸塩岩の酸処理(3～4％蟻酸) 
      ▸  珪化した化石ほか非炭酸塩粒子の抽出 
 

3. 50サンプルについて薄片を作成 観察 
      ▸  Dunham(1962)の分類法を石灰岩に適用・分類 

(図は炭酸塩アトラスより) 

作成した薄片 

調査の様子 

研究地域 
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海山−礁複合体の堆積環境の推移 

岩相 堆積環境 

上

部

層 

下

部

層 

塊状石灰岩 葉理石灰岩 砂質角礫岩 

苦灰岩 

層状石灰岩 凝灰質岩 

▫ 主に生砕物を少量含むMudstone 

▫ Peloid，石灰泥を含む 

▫ 葉理石灰岩と角礫岩が観察される 

▫ 石灰岩が苦灰岩化したとみられる 

 ▸ 堆積組織が破壊された 

▫ Peloid，石灰泥を含む 

▫ 炭化植物片を含む 黄鉄鉱が産出する 

▫ 多様な化石を含む (一部珪化) 

▫ 変質した凝灰質岩を一部に挟む 

▫ 一部にgrainstone，粗粒の堆積物が見られる 

▫ ラグーンでの堆積が継続している 

▫ 火砕粒子の供給はない  

▫ 岩体の侵食と再堆積が示唆される 

▫ 直接堆積環境を示す証拠はなし 

▫ 下部層との境界部は       

断層によるものか？ 

▫ 石灰岩･黒色チャートの礫を含む 

▫ チャート礫はフズリナ･石灰藻を含む 

▫ 礫質石灰岩が深海相の珪質頁岩に覆われ

る 

▫ 基本はラグーン底における堆積    
▸ 静穏な堆積環境である 

▫ ストームの影響が示唆される 

 （ストームの性質は判別不能） 

   ▸ grainstone，粗粒粒子が堆
積 

▫ 基盤の火山島起源粒子が流入 

▫ 有機物の分解が進んでいない 

  ▸ 貧酸素環境の可能性 
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頁岩，礫質石灰岩の年代は鎌田（1997），小池ほか（1974）による 

不整合(沈水) 

ジュラ系珪質頁岩 相対的高海水準 

三畳系礫質石灰岩 相対的低海水準 

ペルム系石灰岩  海面付近での堆積 

(2013年，本校地学部の調査による) 

F：フズリナ C：
ウミユリ  
Al：石灰藻 Bp：
腕足動物  
Bz：コケムシ 
P：植物片 
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まとめ 今後の課題 

0.1mm 

珪質頁岩 

0.1mm 

変質した凝灰質岩 

▫ 火山島上の堆積場 

▫ ラグーン底での堆積 

▫ 基盤の侵食と流入 

▫ ストームの影響 

▫ ラグーン底で堆積 

▫ 礁の発達？ 

▫ 安定した静穏な環境 

下部石灰岩の堆積 上部石灰岩の堆積 相対的海水準の変化 

海水準低下 
礫質石灰岩形成 

珪質頁岩の堆積 

海水準上昇 

礁の発達？ 
ラグーン底での 
堆積の継続 

ラグーン堆積物 

礁 

海山 

侵食粒子の 
流入 

▫ 石灰岩の堆積環境 

▫ 石灰岩堆積後の環境変化 
今回の内容 

最終目的： 

 海山型石灰岩の形成環境の一例を示す 

礁の生物相の解明 

• 造礁生物の解明 

• 時間経過と変遷 

• 変化の要因の特定 

中部層のドロマイト化 
 

•     ドロマイト化したの

か 
 

• ドロマイト化以前の 

   堆積環境は？ 他地域の岩体との比較 
 

•      と比較して 
 

   どのような特徴か 

チャート礫中の石灰藻 

フズリナ(NY8) 

フズリナ(NY10) 

ウミユリ(KS4) 

腕足動物(KS6) 

コケムシ(KS9) 

植物片(KS10) 

礫質石灰岩 珪質頁岩 

※上記の薄片観察の結果による推定 

葛生地域の腕足動物化石についての研究 

 ▸ 先行研究に記述のない観察結果 
   (野外調査，酸処理による) 

 ▸ 酸処理も交え，堆積環境を再検討 
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図は柳本(1973)，小林(1979)を改変 

※ 縮尺は一定でない 
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増田英敏君（海城高等学校）ポスター

吉村太郎君（慶應義塾高等学校）ポスター

高校生ポスター賞受賞者：左から田中拓海君，前田晴良会長，吉
村太郎君，増田英敏君．

日本学術会議　地球惑星科学委員会
IUGS分科会ICS小委員会の報告
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国のセクションが有力視されている．ペルム系層序小委員会
（SPS）では，Sakmarian，Artinskian，KungurianのGSSP候
補の検討が進んでいる．
3．Early�/�Middle�Pleistocene�GSSPに関する動き

第四系層序小委員会（SQS）内に設置されたEarly�/�Middle�
Pleistocene�boundary�working�groupにおいて，来年頭までに
候補地の提案が行われることになっている．INQUA名古屋大
会後（8月）には養老セクションの巡検が実施される．SQS
の会合もINQUA名古屋大会開催に合わせて行われる予定で
ある．
4．その他

非公式用語としてのAnthropoceneが普及しつつある．ただ
し，公式用語とするには，その下限の定義が必要であり，SQS
の中の‘Anthropoceneʼ�working�groupで議論が行われている．

第23期・第2回の小委員会は2016年5月22日（日） 12：40
〜13：30に幕張メッセ国際会議場にて開催され，以下の報告
があった．

1．IUGS-ICSの動向について
ICSの新執行部（2016〜2020）は，Chair：David�Harper

（UK），Vice�Chair：Brian�Huber（USA），Secretary-General：
Philip�Gibbard（UK）となった．
2．ICS�subcommissionの活動状況について

白亜系Albian�GSSPの候補（南フランス）に関して，白亜
系層序小委員会（SCS），ICSで可決され，IUGS理事会での
最終決定段階へと進んでいる．ジュラ系層序小委員会（SJS）
ではOxfordianとKimmeridgianのGSSP候補の投票が予定さ
れている．佐藤　正氏がSJSの名誉会員に推戴された．
3．更新統中部基底のGSSP候補について

第四系層序小委員会（SQS）内に設置されたEarly�/�Middle�
Pleistocene�boundary�working�groupにおいて，本年10月から
来年早々に候補地の順位推薦が行われる見込み．その後，SQS，
ICSでの投票に進み，IUGSの理事会で最終決定になる（注
1）．なお，Upper�Pleistocene�GSSP候補については，SQSと
ICSで可決されたが，IUGSの理事会で却下された．
4．Anthropocene問題

公式用語とするには，その下限の定義が必要であり，SQS
の中の‘Anthropoceneʼ�working�groupでの議論が続いている．

注1：提案の締め切りは2017年5月末に延期され，提案準
備が行われている．

松岡　篤

「化石」100号記念特集に，2016年1月の第165回例会白亜
紀シンポジウムの論文を掲載するまたとない機会をいただき，
学史・会史に残るような論文集を上梓することができ感激で
一杯です．また，共同編集者として編集作業に携わり，これ
まで学会誌の編集にお役に立てなかった借りを少しは返せた
のではと思っています．2009年に松本達郎先生，2014年に平
野弘道先生と白亜紀研究の大御所が逝かれましたが，両先生
の遺志を継承する多くの研究者が続いていることを会の内外
に示せたことは，この上ない喜びです．102号で論文集が完
結できるようさらに作業を進めていきますので，乞うご期待
を．� （安藤寿男）

101号では「化石」100号特集第二弾をお送りいたします．
裏表紙の撮影のために，1号から100号までの全冊を積み重ね
てみました．図書館等では複数号を綴じて保管することが多
いため，全冊の背表紙が並ぶ姿をご覧になったことがある方
は少ないかもしれません．時代を追って冊子体が大型化して
いますので，古い方を下にする層序のスタイルで積み上げる
のは大変になってきました．なお，写真ではインパクトが弱
くなってしまいましたが，冊子体を積み重ねた高さや重さ，
古い紙の日焼けや手触りからも，歴史の長さを感じることが
できます．出版物の電子化が進むにつれて冊子体が人の目に
触れる機会は減っていきますので，このように先人の積み重
ねを体感できる機会は貴重になっていくのかもしれません．

（佐藤たまき）

電子ジャーナル配信中

「化石」創刊号以降のコンテンツ（PDFは78号以降）を電
子ジャーナルとして配信中です．電子ジャーナルのホームペー
ジは以下の通りです．

http://www.palaeo-soc-japan.jp/fossils_view.html

学会ウェブページの「化石」のページからもリンクが貼ら
れています．今年度から出版後1年以内のコンテンツに対す
るパスワード制限が撤廃されましたので，どなたでも自由に
アクセスやダウンロードが可能です．是非ご活用ください．

電子投稿受け付け中

現在，「化石」では，電子メールの添付書類での投稿を受け
付けておりますので，積極的にご利用ください．詳しくは，

「化石」投稿規定第2条b項をご覧ください．

会員の皆様からの投稿をお持ちしております．

� 「化石」編集委員長　佐藤たまき

編集委員会より

「化石」編集部からのお知らせ
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別刷についてのお知らせと料金計算について（改訂）

『化石』の別刷は，著者が投稿の際に投稿原稿整理用紙（投稿カード）に記入した別刷希望部数を印刷会社
へ申し送り，印刷会社から直接著者へ別刷をお送りする仕組みにしております．したがって，別刷の仕上が
りや別刷代金の請求に関しては，編集部は関与しておりません．これらについて，ご不審の点が生じた場合
には下記に直接ご連絡ください．

○別刷代金は次の式で算定されます．
［（ P �＋�20）�×�N ］�＋�B *

P ：本文のページ数
N ：別刷の部数
B *：製本代［3,000円（表紙なし）または4,000円（表紙あり）］

○その他，論説・総説・解説の印刷にかかる特別料金は以下のとおりです．
ページ超過料金：�5,000円／印刷ページ
カラー印刷料金：15,000円／印刷ページ（「口絵」は無料）

〒410‐0058� 静岡県沼津市沼北町2‐16‐19
みどり美術印刷株式会社
TEL�055‐921‐1839　FAX�055‐924‐3898

複写される方へ
本誌に掲載された著作物を複写したい方は，（社）日本複写センターと包括的許諾契約を締結されて

いる企業の従業員以外は，図書館も著作権者から複写等の行使の委託を受けている次の団体から許諾
を受けてください．

著作物の転載・翻訳のような複写以外の許諾は，直接本会へご連絡ください．
〒107‐0052 東京都港区赤坂9‐6‐41　乃木坂ビル　学術著作権協会
TEL�03‐3475‐5618　FAX�03‐3475‐5619　E-mail：info@jaacc.jp

Notice�about�photocopying
In�order�to�photocopy�any�work�from�this�publication,�you�or�your�organization�must�obtain�permission�

from�the�following�organization�which�has�been�delegated�for�copyright�owner�of�this�publication.
Except�in�the�USA

Japan�Academic�Association�for�Copyright�Clearance�(JAACC)
6-41�Akasaka�9-chome,�Minato-ku,�Tokyo�107-0052�Japan
TEL�81-3-3475-5618��FAX�81-3-3475-5619��E-mail:�info@jaacc.jp

In�the�USA
Copyright�Clearance�Center,�Inc.
222�Rosewood�Drive,�Danver,�MA�01923�USA
Phone�(978)750-8400��FAX�(978)750-4744
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Paleontological Research編集部からのお知らせ

1．投稿規定の変更に関して
この度，投稿規定に二つの大きな変更を加えました．まず，Paleontological�Research（PR）が国際誌化した現

在においては，国際誌に相応しい体裁を維持するために，「A�Guide�for�Preparing�Manuscripts」および「著者へ
の指針」を単なる指針ではなく規定として位置づけるのが望ましいと判断されます．そこで，投稿規定の「B．著
者への指針」前文を以下のように改訂しました．

「A�Guide�for�Preparing�Manuscripts」及び次に掲げる「著者への指針」は，より充実した質の高い論文を
Paleontological�Researchになるべく数多く速やかに掲載し，かつ編集・出版業務を円滑に進めるためのものであ
る．従って，その趣旨を十分に尊重し，両指針を遵守された上で，原稿を作成すること．

また，短報（Short�notes）に関しては，刷り上がりページ数を2ページに制限しました．これは，短報として
受理されたものの，版組をしてみると，原稿の刷り上がりページ数の上限（4ページ）に収まりきれず，図を極
端に小さくするようなケースがあったためです．なお，短報と原著論文（Artic1es）および総説（Review）の違
いは要旨（Abstract）の有無のみです．

以上の変更に，ご注意いただけますようお願いいたします．

2．論文のデジタルオブジェクト識別子（digital�Object�Identifier：略称doi）の変更に関して
2014年発行のPR�Volume�18より，各掲載論文（原著論文，総説，短報）に付されているdoiが変更になりまし

た．新たなdoiは，「古生物学会固有番号(10.2517)/出版年+PR+原稿番号」となります（例：10.2517/2014PR001）．

3．原稿の早期公開開始！
現在PRでは，他誌でも行われているように（例えば，Elsevier社発行のジャーナルの「Articles�in�Press」，Wiley

社発行のジャーナルの「Early�View」など），未組版の受理原稿の早期公開を開始しました．ただし，すべての論
文原稿を対象にするわけではなく，著者が希望することと，論文中で新タクサ名が提唱されていないことが条件
になります．

4．日本語要旨の掲載に関して
PR�Volume�18より，各掲載論文の日本語要旨を古生物学会のHPで公開することになりました．PRには質の高

い論文が多く掲載されていますが，宣伝不足のため，十分に知られていないようです．そこで，論文の概要を日
本語で紹介する場を設けることにしました．論文原稿が受理されましたら，筆頭著者（日本人著者が含まれてい
る論文はその著者）に日本語要旨を依頼しますので，ご協力ください．

5．地名の表記に関して
国内の地名の英語表記が論文によって異なり，不統一でした．表記の不統一による同物異名化を避けるために，

編集長が特に必要と認めた場合を除き，日本の地名にはダイアクリティカルマーク（長音記号等）を使用しない
ことを「A�Guide�for�Preparing�Manuscripts」に定めました．

6．“Paleontolgical�Research�Supplement”を御利用ください．
従来のPaleontological�Researchのページ制限（24ページ）を超える「大作」，あるいは一つのテーマに沿った

論文集を掲載します．2009年1月の評議員会で上記の出版物が新設され，出版・編集規定ならびにPR投稿規定が
部分改訂されました．以下にSupplementの概要を示します．

•主たる著者が会員である原著論文あるいは会員が編集する論文集で，年1回以内で刊行し，会員に配布する．
•出版経費は一部著者負担とし，別刷りは全額著者負担とする．
•編集はPR編集係および特別号係が行う．

会員の皆様方の積極的な投稿をお待ちしております．

� Paleontological�Research編集部（生形貴男・重田康成）
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Paleontological Research電子投稿のご案内

Paleontological�Research（PR）はScholarOneの電子投稿システムを採用しました．電子投稿システムを用いる
ことにより，受付，査読，受理までの作業が迅速に行われます．Paleontological�Researchへの投稿を考えておら
れる方々は，ぜひ電子投稿をご利用ください．なお，従来通り，紙媒体による投稿も受け付けますが，査読プロ
セスの迅速化のために，電子投稿システムをご利用いただくよう，お願い申し上げます．なお，Paleontological�
Researchは，古生物学会員でない方の投稿も受け付けます．

電子投稿（Online�Submission）
PaleontologicalResearchの電子投稿口（ScholarOneのManuscriptCentral）は以下の通りです．

http://mc.manuscriptcentral.com/pr

このアドレスには，学会のホームページからも入ることができます．
電子投稿マニュアルは，日本古生物学会の日本語ホームページの中のPRのページ（http://www.palaeo-socjapan.

jp/Japanese/PR.html）にある，「電子投稿マニュアル（日本語）→ http://mc.manuscriptcentral.com/societyimages/
pr/PR_AuthorManual.pdf」をクリックするとダウンロード可能です．

この電子投稿マニュアルには，初めてログインする方のアカウントの作成法，著者の情報（アドレス，所属な
ど）の入力法から，投稿する原稿・図のアップロード法に至るまで，丁寧に解説されています．ぜひ一度ご覧に
なることをお勧めします．

また，Manuscript�Centralにログインして，必要情報を記入し，その途中でログアウトすることもできます．そ
の場合は記入した情報までが保存されています．原稿や図のアップロードをした後，保存してログアウトするこ
ともできます．最後に“Submit”のボタンを押すまでは，編集部に原稿は送られませんので，何度でも原稿を改
訂することが可能です．

•電子投稿に関するお問い合わせ
PR編集事務局Submission�Administrator（Admin）までメールでお問い合わせください．
投稿後は論文番号をメール件名に記入してお知らせください．
E-mail：pr-admin@umin.net
〒113 ‒ 0033　東京都文京区本郷7 ‒ 2 ‒ 2　本郷MTビル401号室

•電子投稿システム（MC）使用上の一般的・技術的な質問は杏林舎のサポートデスクへお願いします．
Manuscript�Centralのサポートデスク（株式会社杏林舎）
E-mail：zs-mcsupport@kyorin.co.jp
TEL：03 ‒ 3910 ‒ 4517
FAX：03 ‒ 3949 ‒ 0230
サポート時間：9：00 ‒ 12：00／13：00 ‒ 17：00土日祝日は休み

投稿規定，原稿作成例，および現行の雑誌紙面を参考にして頂き，多数の皆様に論文の投稿をお願い申し上げ
ます．

なお，Paleontological�Researchの査読システムにおいては，多くの方々からの論文査読，あるいはAssociate�
Editorとしてのご協力が不可欠です．今まで査読やAssociate�Editorとしてご協力いただきました方々に厚くお礼
を申し上げますと共に，これからも是非ご協力いただきますよう，お願い申し上げます．

� Paleontological�Research編集部（生形貴男，重田康成）


